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地
域
の
足
を
ど
う
確
保
す
る
か

地
域
公
共
交
通
を
考
え
る

　
鉄
道
や
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど

と
い
っ
た
公
共
交
通
機
関
は
、
こ

れ
ま
で
私
た
ち
の
大
切
な
移
動
手

段
と
し
て
運
行
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
昭
和
40
年
以
降
自
家
用
車
が

普
及
し
利
用
者
が
激
減
。
羽
後
交

通
を
例
に
挙
げ
る
と
、
乗
客
数
は

ピ
ー
ク
時（
44
年
）の
７
分
の
１
に

ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　
自
家
用
車
の
普
及
に
よ
る
生
活

様
式
の
変
化
や
社
会
変
化
は
公
共

交
通
か
ら
足
を
遠
ざ
け
、
赤
字
路

線
を
増
大
さ
せ
ま
し
た
。
事
業
者

は
経
費
節
減
に
努
め
る
も
経
営
は

悪
化
す
る
ば
か
り
で
、
不
採
算
の

公
共
交
通
網
は
徐
々
に
縮
小
さ
れ

運
行
本
数
も
減
少
。
公
共
交
通
で

の
移
動
が
不
便
に
な
り
、
利
用
者

が
離
れ
る
と
い
う
悪
循
環
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
14
年
の
道
路
運
送

法
の
改
正
も
赤
字
路
線
か
ら
の
撤

退
を
加
速
さ
せ
ま
し
た
。
規
制
緩

和
の
一
環
で
バ
ス
事
業
の
新
規
参

入
や
路
線
廃
止
な
ど
が
原
則
自
由

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
赤
字
路

線
に
対
す
る
補
助
制
度
も
変
更
。

国
の
補
助
基
準
か
ら
外
さ
れ
た
バ

ス
路
線
は
、
県
や
市
か
ら
の
補
助

で
延
命
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ

も
限
界
で
す
。

「
買
い
物
」「
通
院
」「
通
学
」

あ
な
た
の
交
通
手
段
は
何
で
す
か

か
つ
て
公
共
交
通
は
誰
も
が
利
用
で
き
る
交
通
手
段
と
し
て

地
域
に
密
着
し
て
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
き
た

し
か
し
、
自
家
用
車
の
普
及
や
社
会
変
化
は

公
共
交
通
の
利
用
者
、
運
行
本
数
を
減
少
さ
せ
た

ま
す
ま
す
公
共
交
通
は
不
便
に
な
り
、
利
用
者
が
離
れ
る
悪
循
環

自
家
用
車
に
よ
る
便
利
な
移
動
が
可
能
に
な
っ
た
一
方
で

自
動
車
を
運
転
で
き
な
い
人
に
と
っ
て
、
い
ま
だ
公
共
交
通
は
命
綱

本
格
的
な
少
子
高
齢
社
会
が
進
展
す
る
中
で

地
域
の
交
通
実
情
に
対
応
し
た
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
急
務

地
域
住
民
、
事
業
者
、
行
政
が
力
を
合
わ
せ

地
域
で
支
え
合
う
地
域
公
共
交
通
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

新
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
て
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あなたは
いつまで
ハンドルを握り
続けられますか

　
廃
止
路
線
の
代
替
交
通
確
保
に

迫
ら
れ
、
当
市
で
も
合
併
前
か
ら

旧
市
町
村
単
位
で
い
ろ
い
ろ
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
れ
ら
事
業
を
市
全

体
で
の
地
域
公
共
交
通
と
考
え
た

と
き
、
利
用
料
金
や
サ
ー
ビ
ス
内

容
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
た
め
、
統

一
ル
ー
ル
の
下
で
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
シ
ス
テ
ム
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
問
題
は
公
共
交
通
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
人
た
ち
だ
け
の
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
自

家
用
車
で
の
移
動
が
可
能
な
人
で

も
、
い
つ
か
は
公
共
交
通
に
頼
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
す
。
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乗り合いタクシー（大曲地域）

◆運行主体／市内タクシー業者
◆目的／交通空白解消
◆運行形態／路線定期運行
◆車両／セダン5人乗り
◆料金／500円、800円
◆運行日／冬期間・平日
◆便数／行き２便、帰り３便

従
来
か
ら
の
地
域
公
共
交
通乗り合いジャンボタクシー（中仙地域）

◆運行主体／市内タクシー業者
◆目的／路線廃止代替え
　　　　交通空白解消
◆運行形態／路線定期運行
◆車両／ジャンボタクシー
◆負担額／200円
◆運行日／通年・平日
◆便数／１日２～５便

患 者 輸 送 バ ス（西仙北地域）

◆運行主体／大仙市
◆目的／患者輸送
◆運行形態／路線定期運行
◆車両／24人乗り
　　　　ストレッチャー付きバス
◆料金／無料
◆運行日／通年・週３回
◆便数／１日２便

シルバーシャトルバス（太田地域）

◆運行主体／羽後交通
◆目的／路線廃止代替え
◆運行形態／路線定期運行
◆車両／24人乗りバス
◆料金／無料
◆運行日／通年・平日
◆便数／１日２便

私
た
ち
の
ま
ち
で
は

合
併
以
前
か
ら
旧
市
町
村
単
位
で

地
域
公
共
交
通
を
運
行
し

「
生
活
の
足
」
を

確
保
し
て
き
ま
し
た

循　環　バ　ス（大曲地域）

◆運行主体／羽後交通
◆目的／中心市街地活性化
　　　　福祉政策
◆運行形態／循環型
◆車両／37人乗りバス
◆料金／100円
◆運行日／通年
◆便数／１日８便
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路
線
バ
ス
の
運
行
さ
れ
て

い
な
い
地
区
の
交
通
手
段
を

検
証
す
る
た
め
、
平
成
16
年

夏
に
20
日
間
の
試
験
運
行

を
実
施
。
当
初
は
内
小
友
地

区
の
一
部
と
四
ツ
屋
地
区
の

一
部
か
ら
仙
北
組
合
総
合
病

院
ま
で
の
運
行
だ
っ
た
が
、

そ
の
年
の
冬
か
ら
松
倉
地
区

を
加
え
、
ま
た
運
行
先
を
市

街
地
の
医
療
機
関
と
範
囲
を

広
げ
た
。
17
年
か
ら
は
冬
期

間
の
平
日
の
み
試
験
運
行
。

　
料
金
は
１
人
あ
た
り
５
０

０
円
だ
が
、
松
倉
地
区
は
８

０
０
円
。
利
用
者
は
市
に
事

前
登
録
を
行
い
、
利
用
時
の

30
分
前
ま
で
に
予
約
が
必

要
。
今
年
度
か
ら
年
齢
制
限

な
し
に
。

　
昨
年
度
の
利
用
者
数
は
６

１
４
人
で
、
１
台
あ
た
り
の

乗
合
率
は
１
・
５
人
。

　
路
線
バ
ス
廃
止
に
伴
い
、

平
成
12
年
４
月
か
ら
大
神

成
自
治
会
館
か
ら
羽
後
長
野

駅
ま
で
を
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク

シ
ー
を
使
っ
て
運
行
。
当

初
、
高
齢
者
と
障
害
者
に
は

運
賃
の
２
分
の
１
を
助
成
。

　
14
年
に
は
大
神
成
地
区

か
ら
の
患
者
輸
送
廃
止
に
伴

い
、
路
線
数
を
３
に
増
や
し

負
担
額
１
０
０
円
に
し
た
。

ま
た
、
15
年
に
は
現
在
の
５

路
線
、
２
０
０
円
に
変
更
。

　
大
神
成
、
中
野
口
と
Ｊ
Ｒ

羽
後
長
野
駅
、
公
立
角
館
病

院
を
結
ぶ
４
路
線
、
北
中
荒

井
と
公
立
角
館
病
院
の
１
路

線
で
平
日
の
み
週
３
〜
５

日
、
１
日
２
〜
５
便
運
行
。

　
市
は
利
用
者
の
２
０
０
円

を
超
え
た
部
分
に
つ
い
て
助

成
す
る
。
昨
年
度
の
利
用
者

数
は
１
万
３
８
６
２
人
。

　
お
お
む
ね
半
径
４
㎞
以
内

に
医
療
機
関
が
な
く
、
交
通

機
関
に
恵
ま
れ
な
い
地
区
住

民
を
医
療
機
関
ま
で
輸
送
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
53

年
７
月
に
運
行
開
始
。
24
人

乗
り
の
バ
ス
で
、
後
部
に
は

油
圧
リ
フ
ト
が
装
備
さ
れ
て

お
り
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
や
車

い
す
の
ま
ま
で
も
乗
り
降
り

が
で
き
る
。

　
大
沢
郷
第
１
地
区
、
大
沢

郷
第
２
地
区
、
大
沢
郷
第
３

地
区
・
強
首
第
１
地
区
の
３

路
線
を
週
１
回
、
午
前
と
午

後
の
１
便
ず
つ
が
刈
和
野
地

区
の
医
療
機
関
と
各
地
区
を

結
ん
で
い
る
。

　
各
地
区
の
世
話
人
が
、
住

民
か
ら
の
利
用
申
し
込
み
を

取
り
ま
と
め
市
に
申
し
込

む
。
平
成
19
年
４
月
現
在
、

16
集
落
１
８
２
人
が
利
用
。

　
太
田
地
域
に
住
む
高
齢
者

と
障
害
者
手
帳
を
持
つ
方
を

対
象
に
、
各
集
落
と
太
田
地

域
の
保
健
医
療
団
地
を
往
復

す
る
バ
ス
を
平
成
８
年
か
ら

運
行
。

　
９
年
か
ら
は
年
齢
要
件
を

65
歳
以
上
か
ら
現
在
の
60

歳
以
上
に
変
更
し
、
医
療
団

地
と
中
里
温
泉
を
往
復
す
る

便
を
加
え
た
。
１
日
２
路

線
、
そ
れ
ぞ
れ
往
復
１
便

で
、
週
に
10
路
線
を
運
行
し

て
い
る
。

　
お
盆
と
年
末
年
始
、
土

曜
、
日
曜
、
祝
日
は
運
休
。

　
利
用
料
は
無
料
。
介
護
が

必
要
な
高
齢
者
の
付
添
人
も

同
様
に
利
用
で
き
る
。

　
昨
年
度
の
利
用
者
数
は
２

万
１
４
８
３
人
で
、
１
日
あ

た
り
89
人
が
利
用
。

各集落と保健医療
団地を結ぶ。

大曲の市街地
と集落を結ぶ。

後部には油圧
リフトが装備。

ジャンボタク
シーを利用。

　
中
心
商
店
街
の
活
性
化
と

福
祉
対
策
の
観
点
か
ら
、
平

成
13
年
８
月
か
ら
市
街
地

を
循
環
す
る
バ
ス
の
通
年
運

行
を
開
始
。
37
人
乗
り
バ
ス

で
、
車
体
に
は
大
曲
の
花
火

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
つ
つ

ど
ん
」「
た
ま
ち
ゃ
ん
」
が
描

か
れ
て
い
る
。
利
用
金
額
か

ら
「
１
０
０
バ
ス
」
の
愛
称

で
呼
ば
れ
る
。

　
大
曲
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を

起
点
に
、
医
療
機
関
や
公
共

施
設
な
ど
１
周
９
・
７
㎞
を

約
40
分
で
循
環
。
料
金
は
一

律
１
０
０
円
。

　
１
日
８
便
で
、
全
国
花
火

競
技
大
会
の
前
日
２
便
と
当

日
全
便
は
運
休
す
る
が
、
そ

れ
以
外
は
毎
日
運
行
。

　
昨
年
度
利
用
者
数
は
３
万

６
６
７
５
人
で
、
１
便
あ
た

り
12
・
６
人
が
利
用
。30 カ所の停留

所を循環。
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大仙警察署交通課

北 嶋　明 課長

　高齢者ドライバーによる交

通事故件数と死者数の割合は

増加傾向にあります。高齢者

の事故は死亡率が高いのが特

徴で、昨年、大仙市と美郷町、

いわゆる大仙警察所管内での

死亡者６人中５人が高齢者で

した。

　免許人口全体に占める高齢

者の割合も急増してます。昨

年末の管内の免許人口に対す

る高齢者の割合は約19％で、

今後ますます増えていくもの

と思います。

　県警では、秋田県ハイヤー

協会等と協力し、「運転免許返

納高齢者割引タクシー制度」

を実施しています。65歳以上

の運転免許保持者が免許証を

返納し、運転経歴証明書の交

付を受けると、県内のタク

シー乗車の際にその証明書を

提示すれば運賃が１割引きに

なる制度です。

　視力の衰えなど心身機能の

低下で事故を起こしやすい高

齢者ドライバーの安全と道路

交通に与える影響を考慮した

制度です。

　不便で車を手放せないのが

実情ですが、このような制度

の活用も含め、地域で支え合

う交通手段を確立することが

大切ではないでしょうか。

神岡地域

竹 原 健 子 さん

　私は旧大森町から神岡地域八

石地区に嫁いできました。嫁い

でくる前は「この地区は奥羽本

線も国道13号も通っていると

ころ」と聞いてきました。

　ところが、確かに家の前に

は奥羽本線が敷かれ、近くに

国道13号が通っていますが、

最寄り駅やバス停まで４ km

ほどの距離があります。私は

自分で運転できるので特に不

便を感じませんが、それがで

きない人にとっては大変なこ

とで、まさに交通空白地域に

当たります。

　空白地域の解消に向けて、

神岡地域では４月から予約制

の乗り合いタクシーが開始さ

れます。一律500円で駅や神

岡庁舎まで行くことができま

す。通常1,700円ほどの料金で

すので、お得で大変助かるシ

ステムです。その反面、不十分

な点もまだまだあります。例

えば、乗降個所が制限されて

いることや運行日が週２回と

少ないことなどです。

　公共交通の確保に向け、実

証運行の第１弾として乗り合

いタクシーが始まるわけです

が、便数を増やし、循環するよ

うなルートができ、複数個所

で乗降できるようなシステム

が構築されることを願います。

中仙地域

藤 田 貞 子 さん

　私たちが生活していく上で、

健康でいつまでも元気で働く

ことが一番の願いです。

　現在、交通手段の主流は自

家用車ですが、運転免許のな

い人、とりわけ高齢者にとっ

ては公共交通に頼らざるを得

ない状況です。高齢者が外出

したくても若い世代は共働き

で家にはいませんし、出勤時

に車に乗せてもらうことがで

きても、帰りの足が無く困っ

てしまいます。当地域での乗

り合いジャンボタクシー運行

は本当にありがたいです。

　民間会社主導による取り組

みですので、地域公共交通の

あるべき姿なのかもしれませ

ん。しかし、交通空白地域をす

べて解消しているわけではあ

りません。また、大曲まで出か

けたくても羽後長野駅までで、

その先は路線バスかJRに乗り

継ぎしなければならないなど

課題を残しています。

　４月からの計画では「旧市

町村内完結型」となっていま

すが、将来的には隣り合う地

域で運行したり、有償ボラン

ティアや社会福祉法人による

サービスなどが今のシステム

に加わることで、より手厚く

便利な交通システムに成長す

ると思います。

公共交通の確保について
私たちは

こう考えます

使
い
や
す
く
便
利
な
地
域
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
願
う

地
域
の
安
全
安
心
を
確
立
す
る
よ
う
な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
加
わ
る
こ
と
で
、
よ
り
便
利
で
手
厚
い
サ
ー
ビ
ス
に
成
長

6
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南外地域

佐々木 タヨ子 さん

　南楢岡地区では乗り合いタ

クシー、外小友地区では市民

バスが運行されます。

　当地域の地理的特性は沢沿

いに集落があり、また住宅が

散在するなど、バス路線から

離れた集落が多く、バス停ま

でかなりの距離を歩かなけれ

ばなりません。新システムの

運行により、自宅近くまでバ

スやタクシーが乗り入れるこ

とで交通空白地域の解消につ

ながります。体の隅々まで血

液がめぐるようなもので、大

変良いことだと思います。

　画一的な交通システムでは

なく、地域の実情に合ったも

のが大切だと思います。

　今は自家用車での移動が可

能なので、「生活の足」を失っ

たときを想像することは難し

いのですが、生活する上で移

動手段の確保は大切です。最

終的には公共交通を利用する

など、何かに頼らなければな

らない時期が来ると思います。

　採算が合わないバス路線が

廃止になることは、ある意味

致し方ないことだと思います。

そのようなすき間の部分を行

政であったり、NPO組織やボ

ランティアなど地域住民が穴

埋めすることが大切だと思い

ます。

仙北地域

熊 谷 政 子 さん

　仙北地域はバス２路線が廃

止になり、代替交通として乗

り合いタクシーが運行されま

す。運転免許がない多くの仲

間から困るという切実な声が

耳に入ってきますが、現実と

して利用者の減少や経費など

を考えると受け入れざるを得

ない状況なのかもしれません。

　婦人会仲間の半数が公共交

通に頼る反面、半数は自分で

車が運転できるなど、いわゆ

る「余力」のある人たちです。

その中で、仲間が仲間を支え

助け合える、バランスある組

織作りができないものかと思

います。

　例えば、新システムではタ

クシー会社に連絡したり、要

望を伝えたりといったやり取

りがあるわけで、中にはそう

いったことに戸惑いを感じる

人もいると思います。地域に

精通し、顔なじみである私た

ちが中間に入って世話するこ

とで、安心して頼れるシステ

ムに成長するのではないで

しょうか。

　利用者の目線に立ち、利用

者の代弁者として私たち住民

が事業者と利用者のクッショ

ンになることで、実情にあっ

た効率的な地域公共交通が構

築できると思います。

大仙市社会福祉協議会

有 明 秀太郎会長

　当市の高齢化率、いわゆる

65歳以上の割合が30％弱、高

齢者のみや一人暮らし高齢者

世帯が約20％という数値が示

すよう、高齢化、核家族化が進

んでいます。

　同時に、近くに買い物場所

が少なくなるなど、まちも郊

外型に変化しています。

　高齢者の多くは病院に通う

一方で、積極的な交流やふれ

あいをとおしいきいきとした

生活を望んでいます。そのた

めには移動が不可欠なのです

が、「もっと利用しやすい公共

交通を望む」という声が多く

聞かれます。高齢者にとって

「生活の足」をどう確保するか

が大きな課題となります。

　福祉協議会では、定期的に

交流会などを開催しています。

参加者のほとんどは家族の送

迎ですが、それもままならな

い状況になってくると思われ

ます。そのためにも、今から地

域で支え合う仕組みを考えて

いかなければなりません。

　また、市役所の公用バスを

有効に活用することも大切だ

と思います。公用バスを一括

的に集中管理し効率的な運行

を図り、高齢者の研修や行事

などに今以上貸し出していた

だきたいとと思います。

仲
間
が
仲
間
を
支
え
助
け
合
う
、
バ
ラ
ン
ス
あ
る
組
織
作
り
が
で
き
な
い
も
の
か

生
活
の
足
を
確
保
す
る
た
め
、
み
ん
な
で
支
え
合
え
こ
と
が
大
切

少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
を
考
え
な
け
れ
ば
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や
市
街
地
な
ど
を
除
い
て
も
、
か

な
り
の
数
に
な
り
ま
す
。

　
今
す
ぐ
に
す
べ
て
の
空
白
地
域

を
解
消
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
自
家
用
車
が
な
く
て
も
週
に

１
、
２
度
は
通
院
や
買
い
物
が
で

き
る
よ
う
な
生
活
の
足
の
確
保
が

重
要
で
あ
り
、
４
月
か
ら
の
実
証

運
行
を
と
お
し
、
よ
り
地
域
の
実

情
に
合
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
い
き
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
社
会
が
進
展
す
る

中
、
地
域
で
支
え
合
い
、
長
寿
社

会
に
対
応
し
た
シ
ス
テ
ム
を
目
標

に
５
つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
て
、

４
月
か
ら
統
一
ル
ー
ル
の
下
、
実

証
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

　
計
画
期
間
は
平
成
22
年
ま
で
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
を

見
直
し
、
廃
止
路
線
や
交
通
空
白

地
域
へ
の
対
応
を
進
め
ま
す
。

　
昨
年
３
月
、
羽
後
交
通
か
ら
バ

ス
路
線
５
路
線
の
廃
止
と
４
路
線

の
一
部
廃
止
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
45
路
線
の
５
分
の
１
が
こ
の

３
月
末
で
廃
止
さ
れ
、
高
齢
者
や

学
生
な
ど
自
分
で
運
転
で
き
な
い

交
通
弱
者
の
「
足
の
確
保
」
が
課

題
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
翌
４
月
に
企
画
部
総
合

政
策
課
に
地
域
交
通
対
策
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、
全
国
的
な
事
例
を

基
に
し
た
交
通
空
白
地
域
の
洗
い

出
し
、
バ
ス
に
乗
車
し
て
の
利
用

状
況
調
査
、
利
用
者
や
事
業
者
を

含
め
た
公
共
交
通
会
議
の
開
催
な

ど
、
今
回
廃
止
を
示
さ
れ
た
路
線

の
代
替
案
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
将
来
の
路
線
廃
止
や
高
齢
化

に
伴
う
交
通
空
白
地
域
へ
の
対
応

を
進
め
ま
し
た
。

　
昨
年
12
月
に
は
地
域
公
共
交
通

計
画
を
策
定
。
現
在
、
４
月
か
ら

の
実
証
運
行
に
向
け
、
地
域
で
支

え
合
う
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
住
民

説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
近
隣
に
公
共
交
通
機
関
の
路
線

が
存
在
せ
ず
、
自
家
用
車
以
外
で

の
移
動
が
困
難
な
地
域
の
こ
と
を

「
交
通
空
白
地
域
」
ま
た
は
「
交
通

空
白
不
便
地
域
」
と
い
っ
た
呼
び

方
を
し
ま
す
。

　
当
市
で
は
、
鉄
道
駅
か
ら
お
お

む
ね
７
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
、
も

し
く
は
路
線
バ
ス
の
乗
り
入
れ
が

な
く
最
寄
り
の
バ
ス
停
ま
で
の
距

離
が
お
お
む
ね
３
０
０
メ
ー
ト
ル

以
上
の
地
域
を
交
通
空
白
地
域
と

定
め
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
該
当
す
る
自
治
会
や
集

落
な
ど
の
行
政
区
は
２
０
８
に
上

り
、
さ
ら
に
現
在
の
地
域
公
共
交

通
シ
ス
テ
ム
が
該
当
に
な
る
区
域

 

４
月
か
ら
実
証
運
行
開
始

地
域
で
支
え
合
う

地
域
公
共
交
通
を
目
指
し
ま
す

地域

交通システム

運行主体

運行形態

利用者負担

運行日

便数

路線名

大曲

循環バス

羽後交通

循環型

２００円

通年

１日８便

大曲バスターミナル

が起点終点

大曲

乗り合いタクシー

ハイヤー協会

デマンド型(※1)

５００円

冬期

１日５便

内小友、四ツ屋、松倉

神岡

乗り合いタクシー

ハイヤー協会

デマンド型(※1)

５００円

月・木曜日

１日６便

大野線、関金線

八石線、宇船線

※１ デマンドとは「需要、要求」という意味で、乗客の需要に応じて運行します。利用希望者が予約し、予約時間・場所に
迎えに行く運行形態。

※２ 決められた路線を決まった時間に運行する形態。

路
線
バ
ス
の
廃
止
を
受
け

地
域
公
共
交
通
計
画
を
策
定

◆ 各地域で次の地域交通が運行されます ◆

交
通
空
白
地
域
の
解
消
に
向
け
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西仙北

乗り合いタクシー

ハイヤー協会

デマンド型(※1)

５００円

平日のみ

１日７便

強首線

太田

コミュニティバス

羽後交通

定時定路線(※2)

２００円

平日

１日４便

１日２系統の10系統

仙北

乗り合いタクシー

ハイヤー協会

デマンド型(※1)

５００円

平日のみ

１日６便

板見内線、上野田線

南外

乗り合いタクシー

ハイヤー協会

デマンド型(※1)

５００円

火・金曜日

１日６便

西板戸線、大杉線

赤平後野線

◆中仙地域のジャンボタクシー運行を継続（利用負担２００円）

◆西仙北地域の患者輸送バス運行を継続（無料）

◆協和地域は小中学生の多くがバスを利用し通学するため、住民も同じバスを利用

◆南外地域の外小友地区の小中学生や高齢者などが利用できる市民バスを運行（無料）

<<問い合わせ>>
　企画部総合政策課
　　地域交通対策チーム
��0187-63-1111（内線226、228）

9



■校歌について
　公募作品をベースに、作曲は石塚保さん（協
和地域）、作詞は協和地域の子どもたちと地域
で音楽活動を行っているＫＭＣ11thが行いま
した。作成に当たっては、次の３点を重視しま
した。
①子どもたちが元気に明るくのびのびと歌え
ること。
②子どもたちが夢や希望を抱くことができる
歌であること。
③郷土である協和地域に誇りを持ち、感謝し、
チャレンジ精神を持って歩むことができる
歌であること。

協和小学校
校歌と校章が決定しました
　今年の４月から、協和地域の荒川小、稲沢小、峰吉川小、船岡小、淀川小、小種小の６つの

小学校を統合して開校する「協和小学校」。

　昨年７月に、広報やポスターを通じて校歌と校章の募集を行ったところ、たくさんの方から

応募をいただきました。その作品を元に、新しい校歌と校章を決定しましたのでご紹介します。

たくさんのご応募ありがとうございました。

一
、
広
い
翼
に
　
夢
乗
せ
て

　
　
瞳
輝
け
　
キ
ラ
キ
ラ
と

　
　
心
響
か
せ
　
歌
お
う
よ

　
　
協
和
　
協
和
　
さ
あ
羽
ば
た
こ
う

二
、
あ
ふ
れ
る
笑
顔
　
こ
の
丘
に

　
　
友
と
手
を
取
り
　
思
い
や
る

　
　
心
の
絆
　
深
め
よ
う

　
　
協
和
　
協
和
　
さ
あ
輪
に
な
ろ
う

三
、
豊
か
な
大
地
　
き
ら
め
い
て

　
　
未
来
を
見
つ
め
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ

　
　
心
躍
ら
せ
　
進
も
う
よ

　
　
協
和
　
協
和
　
さ
あ
飛
び
立
と
う

協和小学校校歌
作詞／協和の子どもたち、ＫＭＣ11th

作曲／石塚保
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協
和
小
学
校
の
開
校
に

つ
い
て

　
４
月
、
大
仙
市
と
な
っ
て
初

め
て
の
統
合
小
学
校
、
協
和
小

学
校
が
開
校
し
ま
す
。

　
旧
協
和
町
で
は
、
地
域
と
ま

ち
が
一
緒
に
な
っ
て
児
童
数
の

減
少
等
の
課
題
に
つ
い
て
協
議

を
重
ね
、
６
小
学
校
統
合
の
方

向
で
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

大
仙
市
と
な
り
18
年
６
月
議
会

で
統
合
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
「
新
し

い
時
代
の
学
校
教
育
大
仙
ビ

ジ
ョ
ン
〜
未
来
の
大
仙
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
〜
」
を

策
定
し
、
協
和
地
域
６
小
学
校

の
統
合
に
つ
い
て
は
、
隣
接
し

て
い
る
協
和
中
学
校
と
の
小
中

連
携
モ
デ
ル
校
に
な
る
も
の
と

期
待
し
、
校
舎
建
設
を
進
め
て

い
ま
す
。

■校章について
デザイン原案は

成田雪乃さん
（協和中学校１年生）

◎作成に当たって
真ん中の円はみんなが仲良く協力する姿を、そして
その円を中心に旧協和町の花「おんこ」をイメージ
した葉っぱ。そして、新しい未来への飛翔を表す翼
をあしらいました。それぞれ６枚の葉っぱと翼は、
６つの小学校を表しています。

稲沢小

荒川小

小種小

船岡小

峰吉川小

淀川小

児童数21人

児童数123人

児童数23人

児童数86人

児童数57人

児童数41人

※児童数は１月１日現在。

協
和
小
学
校
校
章

伝
統
あ
る
６
つ
の
学
校
が
１
つ
に
な
り

新
し
く
歩
み
始
め
る

20
年
４
月
「
協
和
小
学
校
」
開
校

協和小学校の完成予定図
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市
で
は
、
石
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
対
象
と
な
る
方
々

に
灯
油
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。（
詳
細
は
広
報
だ
い
せ
ん
１
月
16
日
号
に
掲
載
）

　
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
申
請
書
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
請
手
続
き
を
し
、

助
成
券
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
助
成
券
は
登
録
さ
れ
た
下
表
の
灯
油
助
成

取
扱
事
業
所
で
あ
れ
ば
、
ど
の
地
域
の
方
で

も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
対
象
／
世
帯
全
員
が
平
成
19
年
度
市
民
税
非

課
税
で
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、

重
度
心
身
障
害
者
世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯

◆
助
成
額
／
１
世
帯
６
０
０
０
円（
１
０
０
０

円
助
成
券
を
６
枚
交
付
）

◆
申
請
方
法
／
申
請
書
を
返
信
用
封
筒
で
郵

送
す
る
か
、
各
総
合
支
所
市
民
課
ま
た
は

社
会
福
祉
課
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。
ま

た
申
請
書
が
郵
送
さ
れ
て
い
な
い
方
で
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
社
会
福
祉
課

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
受
付
期
限
／
３
月
31
日（
月
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

社
会
福
祉
課
企
画
班

�

０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
１
５
８
・
１
６
２
ま
で

大曲 
さわた米穀店 0187-62-0414
(株)藤久商店 0187-62-5104
(株)JOMOネット東北
　　ニュー大曲ステーション 

0187-62-1487

伊藤石油 0187-62-1519
(資)有元商店 0187-63-0777
太平洋石油販売(株)
　　　　大曲浜町給油所 

0187-63-0465

讃岐米穀店 0187-62-4590
(株)まるむ 0187-62-5040
(株)本間 0187-62-0183
吉川米穀店 0187-62-0552
加藤米店 0187-62-3433
コメリホームセンター大曲田町店 0187-63-7181
(株)菊長大曲住吉給油所 0187-66-2111
富樫商店 0187-62-2313
吉川商店 0187-62-0079
鈴木商事(株) 0187-63-4555
鈴木商事(株)日の出SS 0187-63-4557
(株)おばこライフサービス 0187-86-0894※市内の全ＪＡ給油所で取り扱います

(有)羽後燃料 0187-62-0015
(株)大曲マルヘイ 0187-63-1440
拡大石油(株)大曲北店 0187-62-4385
小澤商店 0187-62-0644
 田米店 0187-62-5069
協和石油(株)大曲営業所 0187-62-2559
パワー大曲店 0187-66-2811
大東物産(株)大曲北給油所 0187-62-1441
(株)山二大曲サービスステーション 0187-63-1336
鈴木商事(株)戸蒔SS 0187-62-6084
秋田プロパン販売(株)大曲営業所 0187-62-3531
小笠原純義 0187-63-2663
鈴木商事(株)殿屋敷SS 0187-63-3136
鈴木商事(株)よつや大曲SS 0187-63-7550
三浦商店 0187-68-2414
田口石油 0187-68-3292
齊藤石油(株)西根給油所 0187-68-3401
西部工業(株) 0187-68-3236
田畑建設(株)大保石油SS 0187-65-2798
(株)一光秋田大曲バイパス給油所 0187-84-0013
カネ銀（佐藤商店） 0187-66-2221
菊地プロパン 0187-66-1386
(株)菊長コミュニティ
　　　　　ルート北大曲SS 

0187-62-1110

(有)佐藤工業所四ツ屋給油所 0187-66-2043
(資)四ツ屋物産 0187-66-1605
鈴木正俊商店(有)角間川SS 0187-65-2111

神岡 
(株)JOMOネット東北
　　　　神宮寺ステーション 

0187-62-4383

(有)斉藤石油 0187-72-2929
(株)佐々木工務店 0187-72-2100
今野七郎商店 0187-72-3557
(株)ミツウロコ秋田支店大仙店 0187-72-4711

西仙北 
加藤燃料店 0187-75-0106
(株)有竜ガソリンスタンド 0187-75-1212
(有)ミウラ商会 0187-75-0145
黒川商店 0187-75-0077
丸昭石油 0187-75-1541
福田商店 0187-78-1415
ドラックストアいまつ 0187-78-1116
(有)田村燃料設備工業 0187-75-1196
(資)西部石油 0187-75-1274
斎藤プロパン 0187-77-2524

中仙 
(有)小松石油 0187-56-2072
(資)秋山商店 0187-56-3013
岩田商店 0187-56-4101
高三建設(株) 0187-56-3626
(株)協和石油中仙給油所 0187-56-4107
(株)ヤマダ 0187-56-3804
メガペトロ(株)ペトラス中仙店 0187-52-6070
(名)千葉勘治郎商店 0187-54-1124
(株)いとう 0187-55-1227
寺田建設(株) 0187-56-4487
伊藤熊雄 0187-56-4224
(有)石川屋商店 0187-56-4222
戸沢石油 0187-57-2449
草薙商店 0187-57-2418

協和 
(株)菊長協和給油所 018-892-3191
伊藤石油店 018-892-3319
桐原商店 018-895-2151

南外 
高辰商店 0187-75-2548
伊藤米穀店 0187-74-2227
(有)エネルギーのささき 0187-73-1614
(有)カメイ 0187-74-2732

仙北 
(有)山崎商店 0187-63-4649
三国商事(株)出光大曲バイパスSS 0187-62-9011
(有)柳修商店 0187-69-3009

太田 
門脇石油長信田給油所 0187-89-1749
(資)加藤商事 0187-88-2043
タカハシモーターサービス長信田給油所 0187-89-1701
高貝商店給油所 0187-89-1234
(資)竹屋商店 0187-88-2007

大曲通町

大曲白金町

大曲白金町

大曲丸子町

大曲上大町

大曲浜町

大曲金谷町

大曲須和町１丁目

大曲須和町３丁目

大曲栄町

大曲栄町

大曲田町

大曲住吉町

大曲日の出町１丁目

大曲日の出町２丁目

大曲日の出町２丁目

大曲日の出町２丁目

大曲あけぼの町

大曲あけぼの町

若竹町

佐野町

朝日町

大花町

福田町

福田町

泉町

戸蒔字谷地添

戸蒔字福田

飯田字大道端

小貫高畑字中荒所

花館字下殿屋敷

花館字常保寺

内小友字仙北屋

大曲西根字嶋村

大曲西根字瀬下

大曲西根字仁応治

藤木字中野中

下深井字新百年

四ツ屋字上前村

四ツ屋字 田

高関上郷字高屋敷

高関上郷字高屋敷

高関上郷字大村

角間川町字西本町

神宮寺字館ノ越

神宮寺大坪街道下入

神宮寺字下栗谷田

神宮寺字本郷野

北楢岡字下中野

刈和野字刈和野

刈和野字一里塚東

刈和野字愛宕下

刈和野字清光院後

土川字盾越

大沢郷宿字宿

大沢郷宿字宿

北野目字北野目

北野目字四ツ谷

強首字根越沢田

長野字九日町

長野字二日町

長野字漆原

長野字新山

北長野字野口前

北長野字野口前

北長野字袴田

下鴬野字羽場

下鴬野字羽場

清水字上大蔵

清水字上大蔵

清水字上大蔵

豊川字猫沢

豊岡字中荒井野

協和境字岸館

協和上淀川字上淀川

協和峰吉川字半仙

南外字悪戸野

南外字悪戸野

南外字下木直

南外字湯ノ又

高梨字田茂木

戸地谷字川前

福田字大面

太田町東今泉字大信田

太田町太田字新田街道上

太田町小神成字北野

太田町斉内字杉元

太田町横沢字泥窪

灯
油
購
入
費
用
助
成
事
業

助
成
券
取
り

扱
い
事
業
所
の

紹
介

【助成券取り扱い事業所】
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４ 月 か ら 始 ま る 家 庭 ご み の 有 料 化

【問い合わせ】環境課� 0187- 63 -1111内線275まで

新 ご み 袋 の 紹 介 と

指 定 販 売 店 の 募 集

　
４
月
か
ら
、
有
料
化
の
対
象
と
な
る
「
燃

や
せ
る
ご
み
」「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
の
指
定

ご
み
袋
を
取
り
扱
う
、
販
売
店
を
募
集
し
ま

す
。

　
希
望
す
る
販
売
店
は
、
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
載
し
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
要
件
／

①
市
内
に
店
舗
が
あ
り
、
３
年
以
上
継
続
し

て
販
売
で
き
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と

②
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

③
ご
み
袋
の
発
注
、
保
管
、
販
売
を
適
正
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と

④
廃
棄
物
の
減
量
化
、
再
資
源
化
に
取
り

組
み
、
廃
棄
物
を
適
正
に
処
理
し
て
い

る
こ
と

⑤
市
が
行
う
廃
棄
物
の
減
量
化
、
再
資
源
化

事
業
へ
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

◎
ご
み
袋
の
販
売
手
数
料
／
ご
み
袋
証
紙

額
面
の
５
％
の
交
付
を
予
定

◎
受
け
渡
し
単
位
／
１
箱（
10
枚
入
り
50
セ
ッ

ト
）
単
位
の
発
送
と
な
り
ま
す
。

※
ご
み
袋
の
発
注
と
納
品
は
３
月
１
日
か
ら

行
い
ま
す
が
、
４
月
１
日
か
ら
で
な
け
れ

ば
店
頭
で
の
販
売
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
申
請
方
法
／
申
請
書
は
市
民
課（
大
曲
庁
舎

は
環
境
課
）の
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

販
売
を
希
望
す
る
事
業
所
は
、
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
環
境
課（
大
曲

庁
舎
）
お
よ
び
総
合
支
所
市
民
課
で
受
け

付
け
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
家
庭
ご
み
有
料
化
の
ペ
ー

ジ
）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
必
要
書
類
／

①
法
人
は
商
業
登
記
簿
謄
本
お
よ
び
定
款

の
写
し
、
個
人
に
つ
い
て
は
住
民
票
の

写
し

②
直
近
の
納
税
証
明
書（
完
納
証
明
書
）

③
事
業
所
の
所
在
地
と
袋
保
管
場
所
の
見

取
り
図

　
資
源
ご
み
用
袋（
び
ん
・
缶
類
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
）
の
取
り
扱
い（
販
売
方
法
）は
、
今
ま

で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
ご
み
袋
の
デ
ザ
イ
ン

※
燃
や
せ
る
ご
み
袋
は
白
色
半
透
明
、
燃
や
せ
な
い
ご

　
み
袋
は
透
明
で
す
。

資
源
ご
み
用
袋
は

変
わ
り
ま
せ
ん

燃
や
せ
る
ご
み

燃
や
せ
な
い
ご
み

資
源
ご
み
の
袋（
び
ん
・
缶
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
）
は
、
現
在
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

45
�（
大
）=

… 

４
０
０
円

30
�（
中
） 

… 

３
０
０
円

20
�（
小
） 

… 

２
０
０
円

現在販売中のごみ袋は、経
過措置期間内（20 年６月
30 日）まで使用できます
が、経過措置期間を過ぎて
から既存ごみ袋で出された
ごみは一切収集しません。
ご注意ください。今後、ご
み袋を購入する際は、使用
見込み量を考慮してお買い
求めください。

Stop!!
買い置

き

ごみ袋の買い置きは
絶対しないでください

販
売
店
を
募
集

「
燃
や
せ
る
ご
み
袋
」「
燃
や

せ
な
い
ご
み
袋
」
２
種
類
の

販
売
に
は
手
続
き
が
必
要

問い合わせから
Ｑ
有料化に伴い、証紙を別に
購入して貼り付けてごみ
を出すのですか？

Ａ
ごみ袋自体が証紙になっ
ていますので、現在と同様
にごみ袋を購入してくだ
さい。

有
料
化
の
対
象
と
な
る
ご
み

ご
み
袋
の
販
売
価
格 

（
10
枚
入
り
）
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帰宅しても家に保護者がいない家庭のために

平成20年度

放課後児童クラブ
入会申込受付開始

◆
対
象
／
小
学
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で

◆
期
間
／
４
月
１
日
か
ら
21
年
３
月
31
日
ま
で

※
た
だ
し
日
曜
日
・
祝
日
、
８
月
13
日
か
ら
15
日
、

12
月
29
日
か
ら
翌
年
１
月
５
日
ま
で
は
休
業
日

と
な
り
ま
す
。

◆
時
間
／

【
平
日
】
午
後
１
時
〜
７
時

【
土
曜
日
】
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
１
時

【
長
期
休
業
日
】
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
７
時

◆
負
担
金
／
児
童
１
人
当
た
り
月
額
５
０
０
０
円

（
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
は
２
５
０
０
円
）

※
同
一
世
帯
に
入
会
し
て
い
る
児
童
が
２
人
以
上

い
る
場
合
は
２
人
目
以
降
半
額
。

◆
申
し
込
み
方
法
／
各
総
合
支
所
市
民
課
お
よ
び
児

童
家
庭
課
に
備
え
て
い
る
申
込
用
紙
に
記
入
し
、

各
児
童
ク
ラ
ブ
所
在
地
域
の
総
合
支
所
市
民
課
、

大
曲
庁
舎
は
児
童
家
庭
課
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
内
容
を
審
査
し
、
後
日
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。（
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

申
し
込
み
の
期
間
や
場
所
に
つ
い
て
は
下
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

各
総
合
支
所
市
民
課

児
童
家
庭
課
子
育
て
支
援
班

�

０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
１
７
４
ま
で

　放課後児童クラブ入会の受け付けを開始します。

　放課後児童クラブは、保護者が昼間、仕事などで常に

家にいない家庭の子どもに、適切な遊び場や生活の場を

提供し、児童の健全育成に努めています。

　４月からは、大川西根児童クラブと四ツ屋児童クラ

ブを新たに開設するほか、協和地域の小学校統合に伴

い、協和児童クラブを協和児童館で開設します。

 ぽぷら児童クラブ 大曲小学校

 いちょう児童クラブ 花館小学校

 桂児童クラブ 桂児童センター

大　曲 東児童クラブ 大曲東児童館

 藤木児童クラブ 藤木小学校

 大川西根児童クラブ 大川西根小学校

 四ツ屋児童クラブ 四ツ屋公民館

神　岡 神岡児童クラブ 神宮寺小学校

西仙北 すこやか 刈和野小学校

中　仙 八乙女児童クラブ 旧中仙幼稚園

協　和 協和児童クラブ 協和児童館

南　外 南外児童クラブ 南楢岡小学校

仙　北 ひまわり児童クラブ 高梨小学校剣道場

太　田 おおた児童クラブ 太田公民館

地域 児童クラブ名 実施場所 申込受付期間 受け付け会場

大曲庁舎市民ホール

神岡総合支所市民課

中仙総合支所市民課

協和総合支所市民課

仙北総合支所市民課

太田総合支所市民課

南外総合支所市民課

西仙北総合支所市民課

２月20日（水）から

22日（金）まで

午前８時30分

～午後７時30分

２月20日（水）から

22日（金）まで

午前８時30分

～午後５時15分

【各地域の児童クラブについて】
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大曲庁舎
大仙市大曲花園町１番１号
☎0187-63-1111

西仙北庁舎
大仙市刈和野字本町５番地
☎0187-75-1111

南外庁舎
大仙市南外字下袋218番地
☎0187-74-2111

大曲南庁舎
大仙市大曲日の出町２丁目８番４号
☎0187-66-4905

中仙庁舎
大仙市北長野字茶畑141番地
☎0187-56-2111

仙北庁舎
大仙市高梨字田茂木10番地
☎0187-63-3003

神岡庁舎
大仙市神宮寺字蓮沼16番地３
☎0187-72-2111

協和庁舎
大仙市協和境字野田４番地
☎018-892-2111

太田庁舎
大仙市太田町太田字新田田尻３番地４
☎0187-88-1111
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申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
談

を
希
望
す
る
方
は
、
必
要
な
も
の
を
持
参
し

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
２
月
28
日（
木
）午
後
０
時
30
分
〜

２
時
30
分

◆
会
場
／
大
曲
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
持
参
す
る
も
の
／
身
体
障
害
者
手
帳
、印
鑑

【
問
い
合
わ
せ
】

援
護
福
祉
課
�

０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
１
６
８
ま
で

　
市
で
は
、
市
内
に
残
さ
れ
た
古
文
書
な
ど

地
域
の
歴
史
の
伝
承
に
必
要
な
史
資
料
の
収

集
と
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
古
文
書
調
査
が
果
た
す
役
割
や
調
査
方
法

な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、
元
民
族
芸
術
研

究
所
理
事
長
な
ど
を
講
師
に
招
い
た
無
料
の

講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
３
月
１
日（
土
）午
後
１
時
〜
４
時

◆
会
場
／
大
曲
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
講
師
／
元
民
族
芸
術
研
究
所
理
事
長
・
茶

谷
十
六
さ
ん
、
県
公
文
書
館
職
員
・
畑
中

康
博
さ
ん

【
問
い
合
わ
せ
】

文
化
財
保
護
課

�

０
１
８
７（
63
）８
９
７
２
ま
で

◆
募
集
住
宅
／

【
大
曲
地
域
】

福
見
町
市
営
住
宅
一
般
向
け
・
１
戸
（
２

Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
Ｓ
57
建
築
）

１
万
７
１
０
０
円
〜
２
万
８
４
０
０
円

船
場
町
市
営
住
宅
一
般
向
け
・
１
戸
（
２

Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
Ｈ
２
建
築
）

１
万
８
４
０
０
円
〜
３
万
６
０
０
円

【
協
和
地
域
】

境
市
営
住
宅
一
般
向
け
・
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
・

Ｓ
59
建
設
）

１
万
７
６
０
０
円
〜
２
万
９
１
０
０
円

【
太
田
地
域
】

太
田
北
部
地
区
市
営
住
宅
一
般
向
け
・
１
戸

（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
Ｈ
４
建
設
）

１
万
９
５
０
０
円
〜
３
万
２
３
０
０
円

太
田
南
部
地
区
市
営
住
宅
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
・
１
戸（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
Ｈ
12
建
設
・
定
額

家
賃
４
万
３
０
０
０
円
）

◆
入
居
資
格
／

①
同
居
す
る
親
族
が
い
る
方
。
た
だ
し
、
高

齢
者
や
障
害
者
の
方
は
単
身
で
も
入
居
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

③
収
入
が
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
収
入
基

準
以
下
の
方
。
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
は
、
入

居
し
よ
う
と
す
る
世
帯
全
て
の
月
額
所
得

の
合
計
が
20
万
円
か
ら
32
万
円
ま
で
の
方

④
市
町
村
税
に
滞
納
が
な
い
方

⑤
市
内
に
居
住
す
る
連
帯
保
証
人
が
い
る
方

◆
家
賃
／
入
居
者
の
収
入
や
住
宅
の
設
備
等

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

◆
申
込
受
付
期
間
／
２
月
18
日（
月
）か
ら
２

月
29
日（
金
）ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
５

時（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

◆
入
居
予
定
日
／
３
月
21
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

【
大
曲
地
域
】

都
市
計
画
課
�

０
１
８
７（
66
）４
９
０
８

【
協
和
地
域
】

協
和
総
合
支
所
建
設
課

�

０
１
８（
８
９
２
）３
７
０
８

【
太
田
地
域
】

太
田
総
合
支
所
建
設
課

�

０
１
８
７（
88
）１
１
１
６
ま
で

　
平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
で
調
製
し
た

「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
」
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。

　
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
縦
覧
期
間
／
２
月
23
日（
土
）か
ら
３
月
８

日（
土
）ま
で

◆
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

◆
場
所
／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
神
岡
庁

舎
内
）

【
問
い
合
わ
せ
】

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
�

０
１
８
７（
72
）２
１
６
７
ま
た
は

�

０
１
８
７（
72
）２
１
１
１
ま
で

古
文
書
調
査
研
究
事
業
講
演
会

古
文
書
調
査
に
期
待
す
る
も
の

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

補
聴
器
、手
帳
申
請（
聴
覚
障
害
）
の
相
談

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

大
曲
・
協
和
・
太
田
地
域
の
市
営
住
宅

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
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市役所からの

市
民
協
働
型
地
域
子
育
て
支
援

モ
デ
ル
事
業
補
助
制
度

補
助
希
望
の
自
治
会
は
お
早
め
に

中
仙
公
民
館
の
臨
時
職
員
募
集

鴬
野
分
館
の
事
務
補
助
員

　
中
仙
公
民
館
鴬
野
分
館
の
管
理
・
事
務

補
助
を
し
て
く
れ
る
臨
時
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

◆
職
種
・
定
員
／
事
務
補
助
員
・
１
人

◆
応
募
資
格
／
60
歳
未
満
で
、
パ
ソ
コ
ン
操

作（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
メ
ー
ル
等
）
が
で

き
る
方

◆
雇
用
条
件
／

期
間
／
４
月
１
日
（
火
）
か
ら
９
月
30
日

（
火
）
ま
で
（
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
に
３

日
間
）
※
更
新
あ
り

勤
務
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分（
６
時
間
）

賃
金
／
時
給
７
１
０
円

◆
申
込
受
付
期
限
／
３
月
10
日（
月
）午
後
３
時

◆
必
要
書
類
／
履
歴
書（
写
真
貼
付
し
た
も
の
）

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
中
仙
分
室

�

０
１
８
７（
56
）７
２
０
１
ま
で

　
２
月
24
日
に
開
催
さ
れ
る
大
曲
市
民
会
館

自
主
事
業
「
大
仙
市
大
曲
新
人
音
楽
祭
コ
ン

ク
ー
ル
20
周
年
記
念
特
別
演
奏
会
」。
こ
の

演
奏
会
に
出
演
を
予
定
し
て
い
た
中
澤
桂
さ

ん（
ソ
プ
ラ
ノ
）
が
、
急
病
の
た
め
、
松
本
美
和

子
さ
ん（
ソ
プ
ラ
ノ
）に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
市
と
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
で

は
、
第
４
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
の
策
定
の
た
め
、
高
齢
者
の

福
祉
・
介
護
や
健
康
に
関
す
る
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
が
届
い
た
方

は
、
調
査
の
目
的
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
調
査
票
送
付
対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以

上
の
方
か
ら
３
６
０
０
人

【
問
い
合
わ
せ
】

援
護
福
祉
課
高
齢
班

�

０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
１
７
１
ま
で

　
市
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
「
住
民
と
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
、
地

域
住
民
が
主
体
と
な
り
集
落
会
館
を
活
用
し

子
ど
も
た
ち
の
世
代
間
交
流
の
活
動
を
支
援

す
る
「
市
民
協
働
型
地
域
子
育
て
支
援
モ
デ

ル
事
業
」に
補
助
す
る
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

　
実
施
を
希
望
す
る
自
治
会
は
早
め
に
総
合

政
策
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

総
合
政
策
課
�

０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
２
３
７
ま
で

介
護
保
険
と
高
齢
者
の
保
健
福

祉
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

観
光
振
興
計
画
検
討
委
員
を
募
集

市
観
光
振
興
計
画
の
検
討
や
提
言
を

　
市
で
は
、
市
全
体
の
観
光
振
興
を
図
る
た

め
各
観
光
団
体
や
み
な
さ
ん
の
意
見
を
取
り

入
れ
な
が
ら
「
大
仙
市
観
光
振
興
計
画
」
を

策
定
し
ま
す
。

　
こ
の
計
画
に
つ
い
て
検
討
や
提
言（
３
月
下

旬
か
ら
６
月
ご
ろ
ま
で
４
回
程
度
）を
行
っ
て
く

れ
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
委
員
は
レ
ポ
ー
ト
を
も
と
に
選
考
し
、
委

嘱
状
の
交
付
を
も
っ
て
決
定
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格
／
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
で
、

観
光
に
関
心
が
あ
り
平
日
の
会
議
に
出
席

で
き
る
方

◆
定
員
／
若
干
名

◆
申
し
込
み
方
法
／
私
が
考
え
る
観
光
や
大

仙
市
が
目
指
す
べ
き
観
光
な
ど
に
つ
い

て
、
レ
ポ
ー
ト
（
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

２
〜
３
枚
）
を
商
工
観
光
課
に
提
出

◆
申
込
受
付
期
限
／
３
月
13
日（
木
）

※
当
日
ま
で
必
着

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

商
工
観
光
課
観
光
物
産
班

�

０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
２
５
１
ま
で

出
演
者
変
更
の
お
知
ら
せ

新
人
音
楽
祭
20
周
年
記
念
特
別
演
奏
会

市観光振興計画策定のた
め、みなさんの意見を聞
かせてください。
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◆
会
場
／
大
曲
プ
ラ
ザ
た
つ
み

◆
参
加
費
／
無
料

◆
講
師
／
秋
田
看
護
福
祉
大
学
看
護
福
祉
学

部
・
児
玉
寛
子
助
教
・
工
藤
英
明
助
教

◆
演
題
／
高
齢
者
を
守
ろ
う
〜
高
齢
者
虐
待

の
現
状
と
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
〜

【
問
い
合
わ
せ
】

大
曲
福
祉
セ
ン
タ
ー

�

０
１
８
７（
63
）３
７
８
８
ま
で

　
市
で
は
、
情
報
通
信
格
差
の
是
正
と
し

て
、
県
、
通
信
業
者
と
協
力
し
高
速
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ク
セ
ス
網
未
整
備
地
区
の
解

消
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
中
仙
豊
川
局
と
協
和
荒
川
局

の
２
局
舎
の
改
修
を
実
施
し
、
３
月
３
日
よ

り
フ
レ
ッ
ツ
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ

れ
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
加
入
の
事
前
受
け
付
け

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
加
入
申
し
込
み

等
の
手
続
き
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
加
入
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
】

時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
９
時（
年
中
無
休
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

�

０
１
２
０（
１
１
６
）１
１
６
ま
で

http://flets.com
/

【
問
い
合
わ
せ
】

情
報
シ
ス
テ
ム
課

�

０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
１
３
５
ま
で

　
八
乙
女
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
昨
年
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ば
か
り
の
宿
泊
研
修
施
設

で
す
。
暖
房
が
設
備
さ
れ
た
体
育
館
を
備

え
、
大
浴
場
で
は
温
泉
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
企
業
や
団
体
の
会
議
や
研
修
・
合

宿
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
市
内
の
社
会
教
育
団
体
や
、
福
祉
団
体
・

公
共
機
関
が
利
用
し
た
場
合
は
使
用
料
が
一

部
免
除
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
八
乙
女
交

流
セ
ン
タ
ー
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
利
用
施
設
／
宿
泊
室
16
室（
最
大
81
人
利
用

可
）
、
研
修
室
８
室（
大
き
い
研
修
室
で
定
員

60
人
）
、
体
育
館
、
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
※
野
球
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
冬
期
間

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

◆
宿
泊
料
の
モ
デ
ル
料
金（
一
泊
二
食
）
／

【
小
学
生
以
下
】４
３
０
０
円（
２
９
５
０
円
）

【
中
学
生
以
上
】４
７
０
０
円（
３
３
５
０
円
）

※（ 

）内
の
金
額
は
、
市
内
の
団
体
等
が
利

用
し
た
場
合
の
料
金
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

八
乙
女
交
流
セ
ン
タ
ー

�

０
１
８
７（
56
）３
８
７
０
ま
で

宿
泊
研
修
施
設

「
八
乙
女
交
流
セ
ン
タ
ー
」

研
修
・
合
宿
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

農
業
技
術
研
修
生
の
２
次
募
集

太
田
農
業
振
興
情
報
セ
ン
タ
ー

　
市
の
農
業
を
担
う
農
業
研
修
生
の
２
次
募

集
で
す
。
研
修
生
に
は
、
毎
月
定
額
の
研
修

奨
励
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
希
望
す
る
方

は
申
請
く
だ
さ
い
。（
決
定
者
に
は
後
日
通
知
）

　
な
お
、
研
修
生
と
し
て
不
適
当
な
場
合
は

研
修
を
打
ち
切
り
、
支
給
し
た
研
修
奨
励
金

を
返
還
し
て
も
ら
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
／
研
修
終
了
後
に
市
内
で
農
業
を
営

む
方

◆
期
間
／
１
年（
特
別
な
場
合
は
１
年
更
新
有
り
）

◆
研
修
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

◆
研
修
場
所
／
太
田
農
業
振
興
情
報
セ
ン
タ
ー

◆
定
員
／
７
人
以
内

◆
申
込
受
付
期
限
／
２
月
29
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

本
庁
農
林
振
興
課

�

０
１
８
７（
63
）１
１
１
１
内
線
２
４
５

太
田
農
業
振
興
情
報
セ
ン
タ
ー

�

０
１
８
７(

86)

９
１
１
１
ま
で

　
施
設
で
の
高
齢
者
虐
待
や
高
齢
者
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
環
境
や
疾
病
予
防
に
つ
い

て
学
ぶ
講
演
会
と
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
／
福
祉
関
係
の
職
員
ま
た
は
研
修
内

容
に
関
心
の
あ
る
方

◆
日
時
／
３
月
７
日（
金
）午
後
２
時
〜

A
D
S
L
サ
ー
ビ
ス
開
始

中
仙
豊
川
局
と
協
和
荒
川
局
で
開
通

大
曲
仙
北
地
域
ケ
ア
研
究
会
研
修
会

高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て
学
ぶ

宿泊部屋（洋室）

和室研修室

お風呂
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大
仙

　
日
本
学
生
科
学
賞
は
中

学
・
高
校
生
を
対
象
と
し
た

科
学
自
由
研
究
コ
ン
テ
ス

ト
。
国
内
で
最
も
伝
統
と
権

威
が
あ
り
「
科
学
の
甲
子

園
」
と
呼
ば
れ
る
大
会
で
、

西
仙
北
西
中
学
校
生
物
調
査

班
が
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受

賞
。
過
去
最
高
８
４
９
６
点

の
応
募
の
中
、
最
高
賞
に
次

ぐ
栄
冠
を
手
に
し
た
。

　
東
京
で
の
最
終
審
査
は
研

究
成
果
を
展
示
し
な
が
ら
説

明
し
、
審
査
員
の
厳
し
い
質

問
に
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

と
質
疑
応
答
は
２
日
間
で
延

べ
６
時
間
に
も
及
ん
だ
。
緊

張
と
重
圧
の
中
、
子
ど
も
た

ち
は
落
ち
着
い
て
堂
々
と
、

し
か
も
分
か
り
や
す
く
内
容

を
発
表
し
た
。

　
外
来
魚
で
生
態
系
に
影
響

を
及
ぼ
す
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

乗
客
に
贈
っ
た
「
幸
福
」
は
８
０
０
０
本

　
花
言
葉
は
「
幸
福
」。

　
今
井
さ
ん
は
、
優
し
い
気

持
ち
を
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー

バ
ー
に
込
め
て
乗
客
に
配

る
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
。

秋
田
市
の
タ
ク
シ
ー
セ
ン

タ
ー
あ
い
に
勤
務
す
る
。

　
き
っ
か
け
は
、
沈
ん
だ
表

情
で
乗
り
込
ん
で
き
た
客

を
元
気
付
け
よ
う
と
、
そ
の

日
た
ま
た
ま
見
つ
け
手
帳

に
は
さ
ん
で
あ
っ
た
四
つ

葉
を
渡
し
、
感
謝
さ
れ
た
こ

と
だ
っ
た
。

　「
こ
ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
な
ら
、
多
く
の
人
に
配
り

た
い
」。
四
つ
葉
探
し
は
雨

天
以
外
、
近
所
の
野
原
で
空

い
て
る
時
間
を
見
つ
け
て
は

行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

た
、
自
宅
の
庭
で
は
四
つ
葉

が
出
や
す
い
株
を
栽
培
す
る

研
究
も
始
め
た
。

　
１
年
に
３
本
ほ
ど
見
つ
け

る
と
い
う
「
最
大
の
幸
福
」

の
花
言
葉
を
持
つ
七
つ
葉

は
、
挙
式
当
日
に
乗
車
し
た

カ
ッ
プ
ル
限
定
。

　
こ
れ
ま
で

の
最
高
枚
数

八
つ
葉
は
、

フ
ィ
ア
ン
セ
の

家
族
が
危
篤
で
病
院
に

駆
け
つ
け
る
乗
客
に
回
復
を

願
っ
て
渡
し
た
。「
結
婚
式

に
参
加
し
て
ほ
し
い
人
」
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
ダ

ブ
ル
の
幸
福
が
訪
れ
る
よ
う

に
贈
っ
た
。

　「
世
知
辛
く
殺
伐
と
し
た
こ

と
が
多
い
の
で
少
し
で
も
優

し
く
、
そ
し
て
気
持
ち
よ
く

タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
も
ら
え

ば
」
と
今
井
さ
ん
。

　
４
年
間
で
８
千
本
を
超
え

る
「
幸
福
」
は
、
希
薄
に
な

り
か
け
て
い
る
つ
な
が
り
を

つ
む
ぎ
続
け
る
。

今 井　泉 さん
（協 和）

　
協
和
地
域
の
「
四
季
の

湯
」
に
は
、
１
０
０
人
を
超

え
る
民
謡
、
歌
謡
フ
ァ
ン
が

詰
め
掛
け
た
。
津
軽
三
味
線

と
歌
謡
シ
ョ
ー
に
ゲ
ス
ト
と

し
て
出
演
し
た
の
は
、
地
元

の
ア
イ
ド
ル
藤
原
さ
ん
だ
。

そ
の
し
な
や
か
な
踊
り
と
語

歌を通じて感動を伝えたい
日本大衆音楽祭全国大会ヤング部門優勝

り
か
け
る
よ
う
に
心
に
響
く

歌
声
が
聴
衆
を
魅
了
し
た
。

　
藤
原
さ
ん
は
、
昨
年
東
京

厚
生
年
金
会
館
で
開
催
さ
れ

た
第
23
回
日
本
大
衆
音
楽

祭
全
国
大
会
の
ヤ
ン
グ
部
門

で
見
事
優
勝
し
た
。
全
国
か

ら
歌
手
を
目
指
し
集
ま
っ
た

の
ど
自
慢
。
会
場
の
雰
囲
気

に
気
後
れ
す
る
部
分
も
あ
っ

た
が
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
気
持

ち
よ
く
歌
え
た
。

　
高
校
３
年
か
ら
本
格
的
に

歌
を
始
め
、
現
在
は
仕
事
の

か
た
わ
ら
仙
北
地
域
で
歌
謡

教
室
を
主
宰
す
る
須
田
福
児

さ
ん
の
門
下
生
。
協
和
カ
ラ

藤 原　梢 さん
（協 和）

い
つ
も
夢
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
大
仙
人

新
年
か
ら
た
く
さ
ん
の
す
て
き
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た

夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
人
は
輝
い
て
い
ま
す

元
気
を
分
け
与
え
て
く
れ
る

そ
ん
な
話
題
の
人
に
ズ
ー
ム
イ
ン
！
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３年間の積み重ねが見事に開花
日本学生科学賞で文部科学大臣賞

（
オ
オ
ク
チ
バ
ス
）を
テ
ー
マ

に
、
総
合
的
な
学
習
時
間
を

利
用
し
て
３
年
に
わ
た
り
調

査
。
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
を
駆
除

す
る
こ
と
で
多
様
な
生
物
が

劇
的
に
増
え
る
な
ど
、
生
態

系
復
活
の
事
実
を
突
き
止
め

た
。
単
な
る
駆
除
前
後
の
生

態
系
比
較
で
は
な
く
、
先
輩

か
ら
後
輩
へ
と
引
き
継
が
れ

た
３
年
間
の
調
査
研
究
の
蓄

積
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。
ま

た
、
地
域
住
民
が
活
動
に
全

面
的
に
協
力
し
て
く
れ
た
こ

と
も
大
き
い
。

　
研
究
リ
ー
ダ
ー
の
佐
藤
元

紀
く
ん
は
、「
３
年
間
の
頑

張
り
を
形
に
表
す
こ
と
が
で

き
た
。
そ
し
て
地
域
の
み
な

さ
ん
の
協
力
に
感
謝
し
た

い
。
豊
か
な
自
然
環
境
が
も

ど
る
こ
と
は
私
た
ち
に
と
っ

て
も
、
地
域
の
人
た
ち
に

と
っ
て
も
う
れ
い
し
い
こ

と
。
後
輩
に
は
研
究
を
続
け

て
ほ
し
い
」
と
豊
か
な
里
山

環
境
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ

を
教
え
て
く
れ
た
。

西仙北西中学校生物調査班

　
思
考
力
や
独
創
性
を
競
う

「
算
数
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の

県
大
会
を
突
破
し
、
国
の
決

勝
大
会
に
出
場
し
た
佐
藤
く

ん
。
県
が
進
め
る
、
科
学
技

術
分
野
や
宇
宙
開
発
の
先
進

国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
へ
の
視

察
事
業
に
参
加
し
た
。

　
１
月
５
日
か
ら
13
日
ま

で
の
日
程
で
、
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
工
科
大
学
や
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ

（
ア
メ
リ
カ
国
立
航
空
宇
宙

局
）を
訪
問
し
た
。

　
最
先
端
の
科
学
技
術
に
触

れ
た
中
で
一
番
の
思
い
出

は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工

科
大
学
で
の
義
足
の
研
究
と

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
の
気
体

を
テ
ー
マ
に
し
た
実
験
だ
っ

た
。
義
足
の
歴
史
や
変
遷
、

地
球
温
暖
化
問
題
、
爆
発
実

験
な
ど
、
佐
藤
く
ん
の
探
求

心
を
く
す
ぐ
っ
た
。

　「
将
来
は
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
工
科
大
学

に
入
学
し
、

細
菌
の
研
究
を

し
た
い
。
そ
し
て

間
接
的
に
で
も
い
い
か
ら
、

人
の
た
め
に
役
立
ち
、
世
の

中
を
良
く
し
た
い
。
ノ
ー

ベ
ー
ル
賞
を
取
り
、
あ
こ
が

れ
の
野
口
英
世
の
よ
う
な
歴

史
に
名
を
残
す
人
物
に
な
り

た
い
」
と
語
る
目
が
き
ら
り

と
輝
い
た
。

佐 藤 千 尋 くん
（南楢岡小６年）

細
菌
の
研
究
を
し
て
人
の
た
め
に
役
立
ち
た
い

　
日
本
プ
ロ
野
球
12
球
団

の
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
に
よ
る

大
会
が
、
昨
年
12
月
26
日
か

ら
28
日
ま
で
札
幌
ド
ー
ム

で
開
催
さ
れ
た
。
東
北
選
抜

の
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
ジ
ュ
ニ

ア
は
３
位
に
輝
い
た
。

　
東
北
６
県
、
約
５
千
人
の

中
か
ら
選
ば
れ
た
18
人
。
桐

原
く
ん
は
２
番
セ
ン
タ
ー
で

全
試
合
ス
タ
メ
ン
出
場
し
好

成
績
の
原
動
力
と
な
っ
た
。

桐 原　優 くん
（花館小６年）

左
投
げ
左
打
ち
で
、
機
転
が

利
き
、
ゲ
ー
ム
を
読
め
る
プ

レ
ー
ヤ
ー
。
そ
し
て
チ
ャ
ン

ス
に
強
い
と
評
価
さ
れ
る
。

　
全
国
レ
ベ
ル
を
肌
で
感
じ

自
信
に
も
つ
な
が
り
「
プ
ロ

プ
ロ
に
な
り
、
オ
ー
ル
ス
タ
ー
に
出
場
し
た
い

オ
ケ
同
好
会
、
あ
や
竹
会

（
竹
内
あ
や
子
会
主
）に
も
所

属
し
、
歌
と
踊
り
を
習
う
。

　「
歌
は
自
分
を
表
現
で
き
る

手
段
。
練
習
は
つ
ら
い
で
す

が
、
ス
テ
ー
ジ
の
達
成
感
は

特
別
で
す
。
ア
マ
チ
ュ
ア
で

十
分
。
勉
強
し
て
歌
や
踊
り

を
教
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
地
元
に
還
元
し
た
い
」

　
今
年
か
ら
は
演
歌
に
も
挑

戦
。
藤
原
さ
ん
の
つ
や
や
か

で
情
感
豊
か
な
歌
声
に
磨
き

が
か
か
る
。

姪の稲田遥子さん（小学２年・写真右）と
踊りを披露する藤原さん。

楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
ジ
ュ
ニ
ア
に
選
出

に
入
団
し
、
オ
ー
ル
ス
タ
ー

に
出
場
し
た
い
」
と
話
す
。

　
桐
原
く
ん
は
夢
の
実
現
に

む
け
、
さ
ら
な
る
大
舞
台
を

目
指
す
。
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　第54回文化財防火デーに合わせ、１月20日に古

四王神社（大曲地域）、26日に唐松神社（協和地域）、27

日に水神社（中仙地域）の３カ所で文化財防火訓練が行

われました。

　地域の方々や地元消防団員、消防署員などが参加。

バケツリレーによる初期消火やポンプ車での放水訓練

などを行いました。

第54回文化財防火デー
地域の宝を守るため、各地域で訓練を実施

　１月に東京都の日比谷公会

堂で行われた交通安全国民運

動中央大会で、大曲地域の藤

原喜七さんが緑十字金章優良

運転者表彰を受章され、その

活動を支えた妻の良子さんに

も感謝状が贈られました。

　緑十字金章は、優良安全運

転管理者として交通安全に大

きく貢献し、過去30年以上無

事故無違反の方が表彰される

交通栄誉賞の最高賞です。

緑十字優良運転者金賞を受賞
交通安全活動と30年以上無事故無違反を評価

藤原さんは、昭和43年から地域の交
通安全に取り組んでこられています。

協和地域の唐松神社では、子ども
たちによる放水訓練などを実施。

中仙地域の水神社では、地元消防団員に
よる放水訓練を実施。

大曲地域の古四王神社では、地域の婦人
消防隊や子どもたちが放水訓練を実施。

再 任

宇 野 聖 子　氏
太田地域東今泉・49歳

再 任

渡 部 睦 子　氏
西仙北地域大沢郷宿・64歳

再 任

花津谷　環　氏
中仙地域豊川・66歳

再 任

藤 原 成 雄　氏
太田地域太田・73歳

　19年９月開会の市議会の同意を得て、１月

１日付けで法務大臣から人権擁護委員に委嘱さ

れたみなさんを紹介します。
人
権
擁
護
委
員
の

委
嘱

報告会ではさまざまな感想が発表さ
れました。
オーストラリアで購入したアボリジ
ニの伝統楽器ディジュリドゥの演奏
を披露した高野さん（大曲中２年）。

　１月28日、神岡農村環

境改善センターで、海外派

遣事業に参加した中学生

20 人による解団式と報告

会が行われました。

　この事業は、市内12校

の中学校から海外研修の参

加者を募ったもので、今回

で３回目。今年は１月５日

から 1 3 日までの日程で

オーストラリア研修を実

施。９校から20人が参加

し、海外の生活や文化の違

いを体験してきました。

市内中学生が海外派遣事業の研修報告
見聞を広げ、今後に役立てて
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南外地域では、南外シル
バー人材センターの方々
が中心となって実施。

　「大仙雪まる隊」の一斉活動が１月27日に行われ、市内各

所で除雪作業が行われました。

　大仙雪まる隊は、昨年から市社会福祉協議会が事務局となっ

て活動を行っているボランティア団体。豪雪期間中の高齢者住

宅の除雪を行っており、現在は各地域で個人・団体合わせて約

1,000人の方が登録しています。暖冬だった昨年は出動がな

かったため、今回が実質的に初めての出動となります。

　大仙雪まる隊は、２月17 日にも一斉活動を行う予定で

す。もし、高齢のため自力で自宅の除雪ができない方、も

しくはボランティアとして除雪活動に協力していただける

方がいましたら、市社会福祉協議会（� 0187-63-0277）ま

でご連絡ください。

除雪ボランティア「大仙雪まる隊」
各地域で一斉活動を実施

と触れあうなど、

命の大切さにつ

いて学びました。

西仙北東中学校「生活向上集会」
いのちを考え、大切さを学ぶ

　１月16日、西仙北東中学校（大友久志校長・生徒数194

人）で、命の大切さを考える「生活向上集会」が行われ

ました。同校では、毎年いじめをテーマにした全校集会

を行っており、今回は「いじめの向こう側にある命」を

テーマに、県動物管理センターの「命の大切さを育む教

室」を実施。生徒たちは、処分される予定だった捨て犬

「くじけず前に進
む力を持ってほし
い」と坂本所長。

赤十字から災害救援車が寄贈
地域の安全と福祉の充実に

　日本赤十字社秋田県支部（鎌田浩治事務局長）から、市

へ「赤十字災害救援車」が贈呈されました。

　日本赤十字社では、毎年５月を「赤十字運動月間」と

して社資（協力金）をいただいています。

　今年度、市内から集まった社資は1,657万2,550円。

ミニ防災講座（大曲・協和）、AED講習会（南外）の開催や災

害用救護テント（神岡）の配備などに活用されているほか、

鎌田事務局長から贈呈
を受ける栗林市長。

中仙土友会20周年記念講演
講師はＮＨＫの三宅アナウンサー

ひろし

　１月19日、中仙市民会館で中仙土友会（伊藤汎会長・

会員24人）の20周年を記念した講演会が行われました。

同会は中仙の事業主などを中心に、地域を元気にしよ

うと発足した会。20年を迎え、地域に恩返しがしたい

ということで、ＮＨＫの三宅民夫エグゼクティブアナ

ウンサーを講師に招いて講演会を行いました。

　三宅さんは、自身が担当する番組を紹介しながら「昔

から伝わるものを見つめ直すことは、先に進むための

ヒント。この地域にも古くから伝わる伝統や考え方が

あると思うので、大事にしてほしい」と語りました。

和やかで楽しい講
演となりました。

的で活発な活動

ができると期待

されています。

太田地域小神成地区で除雪機を整備
宝くじ助成事業備品として

　太田地域の小神成地区では、高齢者の一人暮らし世

帯等の除雪ボランティアを効率的に行うため、財団法

人自治総合センターの「宝くじ助成事業」を利用し、大

型除雪機２台と小型除雪機１台を整備しました。

　同地区では、これまで除雪ボランティアを人力で

行ってきましたが、除雪機を整備することでより効率

会館周辺の除雪に
活用し、除雪ボラ
ンティアも行って
います。

昨年９月に大きな被

害をもたらした「秋

田県大雨災害」の被

災者救援にも役立て

られています。

　今後ともみなさん

のご協力をお願いし

ます。
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あて先はこちらまで
（住所不要）

　
　
つ
も
広
報
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
特
に
料
理
レ
シ
ピ
を
見
て
、
作
れ
そ
う

な
も
の
は
切
り
取
っ
て
保
存
し
て
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
52
歳
女
性
）

　
　
年
度
の
大
仙
市
の
決
算
報
告
を
読
み
ま

　
　
し
た
。
黒
字
決
算
と
あ
り
ま
し
た
が
、

必
要
と
さ
れ
る
公
共
施
設
の
優
先
性
を
考

え
、
温
泉
施
設
な
ど
の
統
合
も
進
め
て
ほ
し

い
で
す
。
ま
た
職
員
削
減
や
市
債
の
発
行
を

抑
制
し
、
財
政
基
盤
を
固
め
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
31
歳
男
性
）

　
　
年
、
今
ご
ろ
に
な
る
と
南
国
に
住
み
た

　
　
い
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
い
つ
も

「
早
く
春
が
こ
な
い
か
な
」
と
感
じ
る
日
々
。

み
な
さ
ん
、
冬
道
に
は
気
を
つ
け
て
！

（
大
曲
地
域
・
57
歳
男
性
）

　
　
に
雪
が
多
く
な
っ
て
困
っ
て
い
ま
す
。

　
　
今
、
夫
と
２
人
暮
ら
し
な
の
で
す
が
、

夫
は
障
害
が
あ
る
た
め
に
思
う
よ
う
に
作
業

が
で
き
ま
せ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
除
雪
を

し
て
く
れ
る
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
…
。

（
大
曲
地
域
・
67
歳
女
性
）

【
広
報
担
当
か
ら
】

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
高
齢
者
の
方
々
な
ど
の

除
雪
を
行
う
「
大
仙
雪
ま
る
隊
」
が
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
社
会
福
祉
協

議
会
�

０
１
８
７(

63)

０
２
７
７
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
報
だ
い
せ
ん
66
号
の
「
大
曲
地
域
は
電

　
　
信
柱
と
電
線
が
多
い
」
と
い
う
意
見
に

同
感
で
す
。
電
柱
の
地
中
化
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
灰
色
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
歩
道

を
緑
に
し
た
り
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
花
を
植
え

た
り
す
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

（
東
京
都
・
男
性
）

　
　
ソ
リ
ン
と
灯
油
の
値
段
高
騰
に
悩
ま
さ

　
　
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
雪
下
ろ
し
に
も

お
金
が
か
か
り
そ
う
…
。
新
し
い
セ
ー
タ
ー

を
買
う
の
を
ガ
マ
ン
し
て
静
か
に
春
を
待
っ

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
お
体
を
大
切
に
。

（
大
曲
地
域
・
70
歳
女
性
）

　
　
体
の
タ
オ
ル
が
当
選
し
ま
し
た
！
感
動

　
　
新
た
に
、
寒
さ
に
負
け
ず
暮
ら
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
写
真
は
い
つ
も

見
て
い
ま
す
。
み
ん
な
か
わ
い
い
で
す
ね
。

（
大
曲
地
域
・
80
歳
女
性
）

　
　
シ
ピ
コ
ー
ナ
ー
に
載
っ
て
い
た
「
野
菜

　
　
た
っ
ぷ
り
ポ
ト
フ
風
」。
彩
り
も
良
く

お
い
し
そ
う
で
す
ね
。

（
協
和
地
域
・
64
歳
男
性
）

　
　
ト
フ
が
大
好
き
な
の
で
、
今
回
の
レ
シ

　
　
ピ
は
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
「
人

口
と
世
帯
」
で
、
人
口
が
減
り
世
帯
数
が
増

え
て
い
る
の
を
見
る
た
び
に
「
核
家
族
化
が

進
ん
で
い
る
ん
だ
な
ぁ
」
と
思
い
、
世
代
の

離
れ
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
49
歳
女
性
）

　
　
全
な
市
の
財
政
運
営
を
行
う
た
め
に
は

　 

「
自
主
財
源
の
確
保
が
大
切
」
と
の
事
。

確
か
に
理
解
で
き
る
の
で
す
が
、
非
常
に
難

し
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
56
歳
男
性
）

　
　
さ
が
一
段
と
厳
し
く
な
っ
て
き
た
昨
今
。

　
　
灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン
の
値
上
げ
に
悲
鳴
を

上
げ
て
い
ま
す
。

　
市
の
18
年
度
決
算
を
見
ま
し
た
が
、
こ
の

ま
ま
行
け
ば
22
年
度
に
は
市
の
基
金
が
な
く

な
る
恐
れ
が
あ
る
と
の
事
。
公
債
費
比
率
も

予
断
を
許
さ
ず
、
ま
さ
に
家
計
も
市
政
も
大

ピ
ン
チ
。
こ
こ
２
〜
３
年
が
正
念
場
、
協
力

し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

（
協
和
地
域
・
72
歳
男
性
）

　
　
併
し
て
市
が
大
き
く
な
っ
た
の
に
、
お

　
　
金
が
な
く
て
国
に
依
存
し
て
い
る
状

況
。
心
配
で
す
…
。

（
大
曲
地
域
・
65
歳
女
性
）

　
　
年
も
除
雪
は
楽
か
と
安
心
し
て
い
た
の

　
　
も
つ
か
の
間
。
連
日
の
除
雪
で
、
ス

コ
ッ
プ
を
持
つ
手
も
徐
々
に
重
た
く
…
。
で

も
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
冬
祭
り
、
雪
不

足
の
心
配
が
な
く
な
り
ま
し
た
ね
！

（
協
和
地
域
・
53
歳
女
性
）

　
　
年
は
火
災
が
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が

　
　
今
年
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
冬
は
特
に
乾

燥
す
る
の
で
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
ね
。

（
協
和
地
域
・
52
歳
男
性
）

寒

国

内訳／感想 21　意見 7　質問 1　なし 4

い毎

広ポ

　表紙は太田風の子カップドッジ
ボール選手権大会。市の18年度決
算報告と財政計画、税額の変更、灯
油購入費の一部補助、大仙市出初め
式についてお知らせした号でした。

１月16日号を振り返り

今回の応募総数は　33 通

急

ガ

18

今 健合去

レ
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「ホウレンソウとカニかまののりまき」

DAISEN City Public Relations  2008.2.16

が
、
有
料
で
回
収
し
た
方
が
良
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。（

大
曲
地
域
・
46
歳
女
性
）

【
環
境
課
か
ら
】

　
有
料
化
の
対
象
と
な
る
「
燃
や
せ
な
い
ご

み
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
45
リ
ッ
ト
ル
と

30
リ
ッ
ト
ル
に
加
え
、
新
た
に
20
リ
ッ
ト
ル

を
設
定
し
ま
す
。
自
主
流
通
の
「
資
源
ご
み
」

に
つ
い
て
は
、
製
造
メ
ー
カ
ー
に
要
望
し
て

い
ま
す
が
、
流
通
量
が
少
な
い
こ
と
か
ら
現

段
階
で
は
製
造
が
難
し
い
状
況
で
す
。

　
ま
た
、
現
在
も
事
業
所
が
ご
み
を
出
す
場

合
は
自
ら
の
責
任
で
処
理（
有
料
）し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
判
明
し
た
場
合
は
個
別
に

指
導
し
て
い
ま
す
。

　
　
康
通
信
に
載
っ
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん
の
写

　
　
真
が
と
て
も
か
わ
い
く
て
毎
号
楽
し
み

で
す
。
い
つ
か
娘
も
載
り
ま
す
よ
う
に
…
。

（
仙
北
地
域
・
32
歳
女
性
）

　
　
曲
中
央
保
育
園
の
「
ク
リ
ス
マ
ス
お
楽

　
　
し
み
会
」
で
や
っ
て
い
た
英
語
劇
。
自

分
た
ち
の
時
は
、
な
か
っ
た
の
で
う
ら
や
ま

し
い
と
思
い
ま
し
た
。
や
っ
て
た
ら
今
ご
ろ

は
英
語
が
ペ
ラ
ペ
ラ
だ
っ
た
か
も
？

（
大
曲
地
域
・
12
歳
男
性
）

　
　
庭
ご
み
の
袋
に
つ
い
て
で
す
が
、
燃
や

　
　
せ
な
い
ご
み
や
資
源
ご
み
の
小
さ
い
サ

イ
ズ
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
事
業

の
ご
み
を
大
量
に
出
す
方
も
い
る
の
で
す

健大家

　発行号、答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、感想や

市への質問などを記入のうえ、秘書広報課までお送りく

ださい。はがき以外でもFAX（0187-63-1119）、Eメー

ル（kouhou@city.daisen.akita.jp）で受け付けています。

今年の４月に開校する協和小学校。
いくつの小学校が統合するでしょうか？

① ６校　　 　② ７校　　　 ③ ８校

２ 29

　協和地域の唐松神社
の参道には、1680年
ごろに佐竹藩主が植え
たとされる杉並木が、
続いています。
　降りしきる雪の中、
歴史を感じさせるそ
の佇まいと荘厳さに、
心が落ち着きました。

せい ひつ

威厳ある静謐

材料（4人分）
◎ホウレンソウ１把◎カニ風かまぼこ８本◎焼きの

り２枚

作り方
①ホウレンソウはサッとゆで、冷水に取り、水気を
切る。

②焼きのりを広げ、ホウレンソウとカニ風かまぼこ
をのせ、かまぼこが中心に来るようにきつく巻く。

③しょうゆをつけて召し上がれ。

<野菜嫌いをなくすためには>
※ホウレンソウ単品ではなかなか食べないので、一
手間、一工夫加えることで楽しく食べてくれます。

※自分で調理や盛り付けた料理は食べるものです。
親子で一緒に調理することも一つの方法かもしれ
ません。

高 

橋 

颯 

汰 

さ
ん
親
子

（
太
田
地
域
）

このコーナーは、県が実施した仙北まるごと食と健康
づくり「食育コンテスト」応募作品を紹介しています。

�野菜の絵の部

「だいすきな やさい」
かが ひかる さん

（どれみ保育園）
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Senboku仙北太田

健康
  通信

乳幼児健診・基本健診
Health information /KENKOU TSUSHIN

会場／協和保健センター
■母子手帳交付日
日時／３月14日(金)・28日
(金)午前９時～11時30分
■乳幼児
【離乳食教室】
対象／19年９月・10月生
日時／３月19日(水)午前９
時45分～10時
会場／西仙北高齢者ふれあ
いセンター
【乳幼児健康相談】
日時／３月14日(金)午前９
時30分～11時
■成人
【生命の貯蓄体操】
日時／３月の毎週火曜日、
午後１時30分～３時
【健康相談日】
日時／３月13日(木)午後１
時30分～３時
【食生活改善講習会】
日時／３月６日(木)午前９時
30分～

会場／南外コミュニティセ
ンター
■母子手帳交付日
日時／３月５日(水)・19 日
(水)の午前９時～11時30分
■乳幼児健診
【４カ月児健診】
対象／19年10月・11月生
日時／３月21日(金)午後０
時50分～１時10分
【７カ月児健診】
対象／19年６月・７月生
日時／３月21日(金)午後０
時50分～１時10分
【乳幼児健康相談】
日時／３月19日(水)午前９
時～11時30分

会場／仙北保健センター
■母子手帳交付日
日時／３月３日(月)・17 日
(月)の午前９時～11時30分
■乳幼児健診
【４カ月児健診】
対象／19年11月生
日時／３月26日(水)午後１
時～１時15分
【７カ月児健診】
対象／19年８月生
日時／３月26日(水)午後１
時15分～１時30分
【２歳６カ月児健診】
対象／17年８月・９月生
日時／３月21日(金)午後１
時～１時15分
【３歳児健診】
対象／16年10月～12月生
日時／３月13日(木)午後１
時～１時15分
【乳幼児健康相談】
日時／３月11日(火)午前９
時～11時30分
【離乳食教室】
対象／19年９月・10月生
日時／３月11日(火)午前９
時45分～10時
■成人
【市民健康相談】
日時／３月３日(月)・17 日
(月)午後１時～４時

会場／太田保健センター
■母子手帳交付日
日時／３月11日(火)・25日
(火)の午前９時～11時30分
■乳幼児健診
【２歳６カ月児歯科健診】
対象／17年７月～９月生
日時／３月14日(金)午前９
時～９時15分
【乳幼児健康相談】
日時／３月27日(木)午前９
時30分～11時30分
【離乳食教室】
対象／19年10月・11月生
日時／３月13日(木)午前９
時30分～９時45分
■成人
【健康・栄養相談日】
日時／３月24日(月)午前９
時～11時

今月の写真は
１月23日の

仙北地域
４・７カ月児健診
からです！

健康増進センター� 0187-62-9301
健康増進センター大曲分室　　�0187-62-1015
健康増進センター神岡分室　　�0187-72-4606
健康増進センター西仙北分室　�0187-75-0476
健康増進センター中仙分室　　�0187-56-7211
健康増進センター協和分室　　�018-892-2003
健康増進センター南外分室　　�0187-74-3007
健康増進センター仙北分室　　�0187-69-3800
健康増進センター太田分室　　�0187-88-1313

※母子手帳は市内どの会場でも交付を受けられます。

※ポリオ集団予防接種、乳幼児健診、基本健診等は、住

所地以外での受診はできません。

※「予防接種」と「乳幼児健診」の時間は受け付け時

間です。
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　大館保健所管内を中心に、麻し

んが発生しています。

　市と大曲仙北医師会では、全県

的な流行が考えられることから

「麻しんワクチン」または「麻しん

風しん混合ワクチン」未接種の任

意接種者への補助を行うことにし

ました。

　未接種の方は、ぜひ接種するこ

とをお勧めします。

◆対象・接種料金／

①生後６カ月から 12 カ月未満ま

で・無料（全額補助）

②生後12カ月から小学校まで・無

料（全額補助）

③中学生から高校生まで・接種料

金の内3,000円を補助

◆補助実施期限／２月29日(金)

※１月22日までさかのぼって助成

します。高校生の方で接種を希

望される方は健康増進センター

まで連絡ください。

◆持参するもの／母子手帳

◆接種医療機関／※要電話予約

【生後６カ月～12カ月未満】

■大曲／小山田医院、仙北組合

総合病院、吉村クリニック

■西仙北／生和堂医院

【12カ月以上】

■大曲／荒川医院、池田医院、伊

藤内科医院、仙北組合総合病院、小

山田医院、木村内科医院、佐々木

内科医院、高階医院、たかはし内

科循環器科医院、花園病院、中島

内科医院、仲村内科胃腸科医院、吉

方内科医院、吉村クリニック

■神岡／神岡診療所

■西仙北／生和堂医院、藤本医院

■中仙／石井内科胃腸科医院、滑

川医院

■協和／佐藤内科クリニック、豊

島医院、協和病院

■南外／伊藤医院

■仙北／後藤内科医院、柳田医院

■太田／太田国保診療所

【問い合わせ】

各医療機関

健康増進センター分室

健康増進センター

� 0187-62-9301まで

会場／大曲保健センター
■母子手帳交付日
日時／毎週木曜日の午前９
時～午後４時
■ポリオ予防接種
対象／【第１回目】19年６
月生【第２回目】18年12月
生
日時／３月７日(金)午後１時
～１時30分
■乳幼児健診
【４カ月児健診】
対象／19年11月生
日時／３月19日(水)午後１
時～１時30分
【７カ月児健診】
対象／19年８月生
日時／３月12日(水)午後１
時～１時30分
【１歳６カ月児健診】
対象／18年８月生
日時／３月11日(火)午後０
時45分～１時15分
【２歳６カ月児歯科健診】
対象／17年９月生
日時／３月17日(月)午後１
時～１時20分
【３歳児健診】
対象／16年９月生
日時／３月18日(火)午後０
時30分～１時
【乳幼児健康相談】
日時／３月12日(水)午前９
時30分～11時
■成人
【成人健康相談】
日時／３月19日(水)午前９
時30分～11時30分

O
m

agari大曲
会場／神岡保健センター
■母子手帳交付日
日時／３月５日（水）・19日
(水)午前９時～11時30分
■乳幼児健診
【４カ月児健診】
対象／19年10月・11月生
日時／３月14日(金)午後０
時45分～１時10分
【７カ月児健診】
対象／19年６月・７月生
日時／３月14日(金)午後０
時45分～１時10分
【２歳６カ月児歯科健診】
対象／17年８月～11月生
日時／３月７日(金)午後０時
45分～１時10分
■みんなの健康相談日
日時／３月の毎週水曜日、
午前９時～11時30分
■成人
【運動・栄養相談】
日時／３月26日(水)午後１
時30分～３時30分

神岡K
am

ioka

会場／市役所西仙北庁舎
■母子手帳交付日
日時／３月７日(金)・21 日
(金)午前９時～11時30分
■乳幼児健診
【離乳食教室】
対象／19年９月・10月生
日時／３月19日(水)午前９
時45分～10時
【乳幼児健康相談】
日時／３月12日(水)午前９
時～11時30分
■成人
【健康相談・栄養相談】
日時／３月３日(月)午前９時
～正午

西仙北

N
ishisenboku

会場／中仙保健センター
■母子手帳交付日
日時／３月４日(火)・18 日
(火)午前９時～11時30分
■乳幼児健診
【７カ月児健診】
対象／19年７月・８月生
日時／３月７日(金)午後１時
～１時15分
【１歳６カ月児健診】
対象／18年８月・９月生
日時／３月13日(木)午後１
時～１時15分
【２歳６カ月児健診】
対象／17年８月・９月生
日時／３月６日(木)午後１時
～１時15分
【絵本の読み聞かせ教室】
対象／19年２月・３月生
日時／３月12日(水)午前10
時～11時
【離乳食教室】
対象／19年９月・10月生
日時／３月11日(火)午前９
時45分～10時
会場／仙北保健センター
■成人
【健康相談日】
日時／３月24日(月)午後１
時30分～３時30分

中仙N
akasen
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「みんな一生懸命生きている」
歌に込められたそんな思いを感じてほしい

大仙市出身のわらび座俳優 鈴木さんが語る坊ちゃんの魅力

すず き ひろ き

鈴木裕樹
昭和57年11月13日
生まれ・25歳
太田町小神成出身

　ミュージカル坊ちゃんは、主人公の視点で描かれた小説とは
違い、一生懸命生きている主人公以外の人々の人生が描かれて
います。ありふれた人生を送る出演者が「これが人生、私の人
生」と歌うんです。誰の人生にもあるつらい事やうれしい事、
それらを受け入れ前を向き生きる思いがこの歌には込められて
いる。それがすごくいいんです。このミュージカルを見て、人
生を見つめ直すきっかけになってくれたら素敵だなと思います。

公演は１時間40分。公演後には、ふるさと公演を記念し、坊ちゃ
ん役の三重野葵（仙北市出身）さんと鈴木さんによる20分程度の
アフタートークも予定しています。

　誰もが安心して暮らすことの

できる地域社会づくりを目指し

た「福祉のつどい」。講演会やギ

ターの弾き語りなどを行います

ので、お気軽に参加ください。

■日時／３月７日（金）午後１時

30分～４時10分

■会場／大曲中央公民館

■参加費／無料

【問い合わせ】

市社会福祉協議会大曲支所

� 0187-63-0277まで

　韓国出身の講師による韓国料

理や南米の料理の調理実習、情

報交換を行い国際交流を深める

体験学習会です。

■対象／西仙北地域の小学生以

上の方

■日時／２月24日（日）午前９時

30分～午後２時

■会場／西仙北中央公民館

■定員／30人

■参加費／1,000円（材料費、飲

み物代）

■申込受付期限／２月21日（木）

【問い合わせ・申し込み】

教育委員会西仙北分室

� 0187-75-1115まで

大曲地域「福祉のつどい」

大曲

食べる、見る、実感する
「国際理解を深めよう！」

西仙北

コスモス映画っこ上映会

中仙

なんがい自然酒の会員募集

南外

　なんがい自然酒の会では会員

限定のお酒「楢岡城」を頒布しま

す。

　貝化石層を浸透した湧水を仕

込み水に使用し、地元の低農

薬・減化学肥料栽培に取り組む

農家が作った酒米「秋田美山錦」

を山廃仕込み醸した純米酒。会

員だけしか味わえない「楢岡城」

をぜひ堪能してください。

【問い合わせ・申し込み】

秋田県なんがい自然酒の会事務

局（神岡南外商工会南外支所内）

� 0187-74-2615まで

FAX0187-74-2670

　無料の映画鑑賞会です。親子

で友達同士でお越しください。

また上映会の準備など、一緒に

活動してくれる仲間を募集して

います。詳しくは中仙観光協会

まで問い合わせください。

■期日／２月24日（日）

■時間／【ハッピーフィート】午

後１時～【椿三十郎（オリジナル

版）】午後３時～

■会場／道の駅なかせん

■入場料／無料

【問い合わせ】

中仙観光協会

� 0187-56-2337まで

ひなまつり会

太田

　元 NH K のアナウン

サーで現在は演歌歌手

としても活躍している

吉川精一さんを講師に

迎えた文化講演会を行

います。入場は無料です

が、整理券が必要です。

太田地域文化講演会

太田

■日時／３月９日（日）午後１時

30分

■会場／太田文化プラザ

■整理券配布場所／各総合支所

地域振興課、本庁市民課、教育委

員会各分室、大曲中央公民館

【問い合わせ】

太田公民館

� 0187-88-1119まで

　未就園の子どもとその家族の

方を対象とした「親子遊びの広

場」です。ぜひ参加ください。

■対象／６歳までの未就園の子

どもとその家族

■日時／２月28日（木）午前９時

30分～

■会場／敬愛館（現地集合）

■申込受付期限／２月26日（火）

【問い合わせ・申し込み】

おおた子育て支援センター

� 0187-86-9110まで

吉川さんはアナウンサー時代、のど自慢や
紅白歌合戦などの司会も務めました。
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情報交差点情
２月16日(土) ～３月６日(木)

大仙市の行事予定

6 (木)

25 (月)

5 (水)

4 (火)

高嶋ちさ子&加羽沢美濃ハートフルコンサート
　■午後２時30分開演■協和市民センター（和ピア）
休日外科当番医：大曲中通病院（大曲）☎0187-63-2131
休日歯科当番医：こまい歯科医院（大曲）☎0187-62-4189
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎0187-63-2111

2 (日)

国民健康保健税（８期）納付期限日29 (金)

16２/ (土)

払田柵の冬まつり
　■午前９時～■払田柵跡※蝦夷ほたる点灯は午後４時～

 太田の火まつり
　■【昼の部】正午～【夜の部】午後６時30分～■奥羽山荘西側広場

(日)17
第８回冬の詩情 in 合貝
　■午後０時30分～■協和市民センター（和ピア）前広場
休日外科当番医：仙北組合総合病院・整形（大曲）☎0187-63-2111
休日歯科当番医：田口歯科医院（大曲）☎0187-63-7117
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎0187-63-2111

(月)18
太田地域行政相談日■午前９時～■太田庁舎１階行政相談室
大曲地域行政相談日■午前10時～■大曲庁舎１階市民ホール
協和地域行政相談日■午前10時～■協和市民センター（和ピア）

19 (火) 後期高齢者医療制度説明会■午前10時～■神岡福祉センター

21 (木) 後期高齢者医療制度説明会■午前10時～■中仙農村環境改善センター

22 (金) 後期高齢者医療制度説明会■午後２時～■南外コミュニティセンター

28 (木) 身体障害者巡回相談■午前０時30分～■大曲交流センター※P15

1３/ (土) 古文書調査研究事業講演会■午後１時～■大曲交流センター※P15

3 (月) 中仙豊川局・協和荒川局フレッツADSLサービス開始※P17

26 (火) 後期高齢者医療制度説明会■午前10時～・午後２時～■大曲交流センター

27 (水)
後期高齢者医療制度説明会 ■午前10時～■仙北ふれあい文化センター
 ■午後２時～■太田文化プラザ

24 (日)

男女共同参画都市宣言100日記念講演会「子育てを楽しむコツ」
　■午後１時30分～■仙北ふれあい文化センター

大仙市大曲新人音楽祭コンクール20周年記念特別演奏会
　■午後２時開演■大曲市民会館（一般1,500円・高校生以下1,000円）
休日外科当番医：仙北組合総合病院・外科（大曲）☎0187-63-2111
休日歯科当番医：ながさか歯科医院（中仙）☎0187-56-2255
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎0187-63-2111

(土)23

農業委員会委員選挙人名簿の縦覧（～３月８日）
　■午前８時30分～■選挙管理委員会事務局（神岡庁舎内）※P15

学校囲碁指導員講習会
　■【子ども囲碁教室】午前９時30分～【学校囲碁指導員講習会】午後１時～
　■神岡農村環境改善センター（無料）

20 (水)

男性料理教室■午前９時30分～■学校給食総合センター(1,000円・要申し込み）
後期高齢者医療制度説明会 ■午前10時～■西仙北高齢者ふれあいセンター
 ■午後２時～■協和市民センター（和ピア）

ぜひご鑑賞ください
映画「シッコ」上映会

◆期日／３月１日（土）

◆上映時間／①午後２時～４時３分

②４時20分～６時23分③６時45

分～８時48分

◆会場／大曲中央公民館

◆入場料／一般1,000円（当日1,300

円）※小中高生は当日のみ800円

◆プレイガイド／榊田分店、JC

大曲店、大曲中央公民館

【問い合わせ】

映画「シッコ」の上映をすすめる会

� 018-862-9978まで

考えよう地域の支えあい
地域ケアフォーラムPart１

　地域で支える在宅ケアを考えるシ

ンポジウムです。参加希望の方は、

電話かFAXで申し込みください。

◆日時／３月８日（土）午後０時

30分～３時

◆会場／県庁第２庁舎８階大会議室

◆参加費／無料

◆申込受付期限／２月29日（金）

【問い合わせ・申し込み】

秋田県福祉政策課

� 018-860-1362まで

FAX018-860-3841

耐震診断・改修を推進「木造住
宅の耐震診断改修無料相談会」

　建築士が簡易な耐震診断や耐震

診断・改修についての無料相談を

行います。家の間取りが分かる図

面をお持ちのうえお越しください。

◆日時／２月24日（日）午前10時

～午後４時

◆会場／

【中央会場】イトーヨーカドー秋

田店ぽぽろーど入り口（秋田市）

【県南会場】秋田ふるさと村ふる

さと広場（横手市）

【問い合わせ】

秋田県建築住宅課

� 018-860-2565まで
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住まいのバリアフリー
講演となんでも説明・相談会

　元気に暮らせる住まいづくりを

考えてみませんか。住まいのバリ

アフリーに関する講演と無料の相

談会を行います。

◆日時／２月23日（土）午後１時

～４時

◆会場／秋田県立農業科学館

◆講師／空間環境研究所・西條芳

郎代表取締役

◆演題／家族の笑顔の見える住ま

いとは

【問い合わせ】

花まるっ住宅サポートネット

せんぼく！�0187-62-5480まで

FAX0187-66-1955

流木創作展示と陶芸二人展
心なごむ「アート三人展」

　陶芸と流木創作の作家３人が協

力して実現した作品展です。光琳

萌木焼や荒川焼、流木を使った家

具や証明など、やさしく斬新な作

品を多数展示しています。

◆期間／５月31日（土）まで

◆時間／午前11時～午後７時

◆会場／唐松温泉レストラン東兵

衛屋敷２階

◆入場料／無料

【問い合わせ】

唐松温泉�018-893-2211まで

FAX018-893-2250

http://www.karamatsu.com/

効果的な子育て支援ネット
ワークの構築に向けて

　青少年・家庭を見守り支え合う

具体的な対応策を考える講演やパ

ネルディスカッションを行います。

◆日時／３月４日（火）午前10時～

◆会場／大曲エンパイヤホテル

◆講師／臨床心理士・秋山邦久さん

【問い合わせ】

市民交流プラザのびのびらんど

担当 松塚

� 090-9209-0317まで

端午の節句を楽しもう
サンクエストひなまつり

◆期間／２月23 日（土）・24 日

（日）

◆時間／午前10時～午後３時

◆会場／サンクエスト大曲

【問い合わせ】

サンクエスト大曲

� 0187-63-5572まで

秋田の宝・名人芸
元気してらがフェスティバル

　地産地消の販売・展示コーナー

や特別ゲストによる名人芸、各種

ステージイベントを行います。

◆日時／２月24日（日）午後１時

～３時30分

◆会場／わらび劇場（仙北市たざわ

こ芸術村）

◆参加費／無料

【問い合わせ】

元気してらがフェスティバル

開催事務局

� 0187-44-3970まで

新会員を募集しています
大仙市シルバー人材センター

　登録には、申し込みのほか入会

説明会への参加が必要です。

◆応募資格／市内に居住する60

歳以上の健康な方で、人材セン

ターの趣旨に賛同できる方

◆説明会日時／３月５日（水）午前

10時～

◆説明会会場／シルバー人材セン

ター（大曲住吉町）

◆説明会申込受付期限／３月３日（月）

【問い合わせ・申し込み】

大仙市シルバー人材センター

� 0187-62-4343まで

介助者が同行します
「映画に行こう！」参加者募集

　バリアフリーの映画館で話題の

映画を一緒に楽しみませんか。移

動が困難な方は、送迎の相談にも

応じます。

◆対象／障害があり自宅で生活さ

れている方（障害種別問わず）

◆日時／２月26日（火）午前10時

40分～３時30分

◆集合場所・定員／身体障害者療

護施設「柏の郷」・６人

◆チケット代／1,000円（飲食代は

自己負担）

【問い合わせ・申し込み】

障害者相談支援センターかしわ

� 0187-87-7302まで

FAX0187-87-7301
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2008年度受講生を募集
秋田県オルガン奏者養成講座

　オルガン演奏の知識と技術を学

ぶ受講生を募集しています。

◆受講年数・定員／

【初級】２年間・約10人

【上級】２年間・若干名

【フォローアップ】１年間・若干名

◆受講料／50,000円（１年間）

◆申込受付期限／３月31日（月）

◆オーディション／４月20日（日）

【問い合わせ・申し込み】

秋田アトリオン音楽事業部

� 018-836-7803

FAX018-836-7868まで

h t tp : / /www.a to r ion .co . jp /
ongaku/

食品の業者間取引の表示に
関する説明会

　JAS 法の加工食品品質表示基

準等の改正の説明会。

◆対象／食品製造業者や食品輸入

業者、生産者など

◆日時／２月21日（木）午後１時

30分～

◆会場／勤労者総合福祉センター

「サンサン横手」

◆定員／70人

【問い合わせ・申し込み】

東北農政局秋田農政事務所表示

規格課

� 018-862-5615まで

FAX018-862-5340

建築士を派遣し耐震診断
耐震に関する無料相談

　県が行っている無料電話相談で

す。希望する方には、建築士を派

遣し、耐震診断改修の無料相談を

行います。

◆相談期間／３月31日（月）まで

◆相談時間／平日の午前８時30

分～午後５時

【相談電話】

秋田県建築設計事務所協会

� 0120-014-809

【問い合わせ】

秋田県建築住宅課

� 018-860-2565まで

３月はこの地域です
電気設備定期調査

　各家庭の電気設備を調査し、結

果をお知らせしています。

◆３月の調査対象／

【中仙地域】板屋【仙北地域】上・

中・下田茂木、福島、石神

【問い合わせ】

東北電気保安協会大曲事業所

� 0187-63-4940まで

年度末は込み合います
早めの手続き「自動車登録」

　３月中旬から、運輸支局の窓口

は申請や車検車両の手続きで大変

込み合います。登録や名義変更

を予定している方は、早めの手

続きをお願いします。

【問い合わせ・手続き案内】

東北運輸局秋田運輸支局

� 050-5540-2012まで

準職員を募集します
秋田県田沢疏水土地改良区

◆職種・定員／準職員（一般事務・

施設管理業務）・若干名

◆受験資格／昭和55年４月２日

から平成２年４月１日までに生ま

れた方（高卒以上または20年３月卒

業見込みの方）で、普通免許以上を

取得し、パソコン操作ができる

方、田沢疏水土地改良区管内に在

住の方

◆雇用期間／４月から21年３月

までの１年間

◆申込受付期間／２月25日（月）

から３月14日（金）まで

◆試験日／３月下旬予定（一般教

養、作文、面接）

【問い合わせ】

秋田県田沢疏水土地改良区

� 0187-62-1134まで

動けなくなったら非常ボタン
冬期の踏み切り事故防止

　踏み切りで
自動車が動け
なくなった場
合は、踏み切り
の非常ボタン
を押して危険
を知らせてく
ださい。
　非常ボタン
がついていな

い踏み切りの場合は、発煙筒や
上着等を振るなどして列車に危
険を知らせてください。
（安全には十分注意してください）

非常ボタンの付い
ている踏み切り
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期日／３月23日（日）
会場／南外コミュニティセンター（南外総合支所隣り）
※大曲駅東口から送迎バスもあります。
　出発は午後0時10分です。
参加費／3,500円
申込受付期間／
　２月18日（月）から３月10日（月）まで
【問い合わせ・申し込み】
南外自然酒の会事務局（神岡南外商工会南外支所内）
☎0187-74-2615 Fax0187-74-2670
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選選べるべる選べ選べ３３つのつのコースコ ス

　南外地域をまるごと堪能できる「酒遊サミッ南外地域をまるごと堪能できる「酒遊サミ

トinなんがい」。

参加者は「楢岡焼体験」、「村のおもしろ発掘」、「そ

ば打ち体験」の３つのコースから１つを選んで

体験することができ、終了後には地酒と郷土料

理を心ゆくまで楽しめる談話交流会も行います。

南外地域が育んだ、伝統の日本酒と地場産食材

をふんだんに使った郷土料理を楽しめるこの

イベント。参加をお待ちしています。

　また、豪華賞品が当たる「利き酒コンクール」

や「ハッピー抽選会」、生バンドの演奏も行いま

すので、ぜひご参加ください。
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（１/31現在）

　人　口　93,460 人（－ 62）  ／ 出生  55人

　　　男　44,272 人（－ 20） ／ 死亡119人

　　　女　49,188 人（－ 42） ／ 転入102人

　世帯数　30,525世帯（－ 5） ／ 転出100人
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